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はいるが，サバニ（スケール・モデルを沖縄タイムズ

杯として寄贈されている）が時には魚を求めて二，三

泊の漁に利用されているのをみても，海を相手とした，

海洋民族としての血が流れている沖縄県民にとっては，
一つの足がかりとしての支部が結成されたことはこの

上もない喜びであり，その発展に大いに力になりたい

と，学者らしく，又積極的に協力を約したありがたい

御祝辞をいただきました。次いで第十一管区海上保安

本部より栗田本部長の，さすがシーマンらしいお言葉

を頂きまして，幸先きの良いスタートを切りました。

沖縄支部結成の経緯
NORC専務理事清水栄太郎

支部長旗をかかげる新城氏と石原会長撮影岡本甫提供舵社

さて，この機会に支部結成に至る経緯を述べてみた

いと思います。

沖縄レース創設の気運の盛り上ったのは，石原会長

が口火を切った海外レース参加が刺激となり，多くの

艇が，続々と諸外国の本格的外洋レースに参加し，先

進技術，思考等を持ち帰り，我が国の外洋帆走の急進

の発展に寄与しました。当時では考えもつかなかづ

た黒潮横断の八丈島レースが成功するや，安全対策，

艇自体とその帆走技術が確立され，試行が現実のも
のとなり，併せて，本格的外洋レースが我が国でも開

催の見通しがついて来ました｡IORの採用で，世界共

通のルールのもとにレースの運用が可能になり，シド

ニー・ホバート，チャイナ・シー、沖縄レース，トラ

ンスパックと，太平洋で行なわれるレースがサーキッ

トになるのではないか，又，外国のレースに出るば

かりでなく，日本に外国艇を引き寄せることが出来る

レースになるのではないかと，その構想が出来ました。

折しも,1969年,<VAGO(オーナー武田陽信氏)>で
シドニー・ホバート・レースに初参加した大儀見薫

氏が，その帰路，沖縄に立寄ったところから，このレ

ースが，実現へと動き出したのです。当初，すばらし

いシーマンであり，このレースの良き相談相手の沖縄

タイムズ故上地社長に，沖縄ヨット連盟を紹介され，
更に一歩前進して行った。当時の沖縄は，軍政下にあ

り，一部の在日米軍の人達が，泡瀬にヨット．ハーバ

ーを造り，海を楽しんでいました。こんな時,沖縄で小

型を主体にした唯一のヨットマンの集まりであった琉

球大学ヨット同好会が中心となって､沖縄ヨット連盟
が組織され，国体にも参加し、沖縄のヨットの歴史的

な年でもありました。こんな時，城間支部長はじめ，
平良，東江諸氏に御世話になったものでした。調査も
度々行なわれ，その都度，現地不案内のため皆さんに

は多忙のところお付合いして頂きました。このころ，
沖縄にも，中心メンバーの東江氏が，横山さんの設計

の20ftの艇を本土より廻航し，外洋帆走の道が開かれ

ようとしていました。計画は着々と進行し，実現に向

けて本部には沖縄レース実行委員会が設置され，沖縄

本土復帰を記念してのレースと銘うって,1972年(47
年）4月29日スタートとゴールデン・ウイークに引っ
かけて実施の運びとなりました。計画は順調に進みま
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去る4月28日，沖縄県自治会館において，第5回沖

縄レース前夜祭と沖縄支部結成式が併催され，第1回

以来の多年の念願が,8年目にして，8番目の支部が設
立されましたことは，全国組織を目標としているNO

RCにとって，大変喜ばしいことであると思います。

当日は，県知事をはじめ，御来賓各位，石原会長以

下，レース参加艇のメンバー，第1回以来大変御世話

になりました地元沖縄県のヨット関係者の方々 の出席
のもと，石原会長より，支部長旗が，副支部長に就任

の新城哲男氏(県会議員)に手渡され，列席者一同の暖
かい拍手で結成の運びとなりました。石原会長の「ヨ

ットには最良の条件が整っているこの地，より一層の

発展をお願いする」との言葉に対し，新城氏の，「た

しかに支部長旗を頂きました。より一層の努力を重ね，
NORC沖縄支部の発展のため，一生懸命頑張ります」
と力強いあいさつがありました。

この日唯一の残念なことは，支部長に就任された，

沖縄のヨット界のボス，城間先生（泉崎病院長サシ
バオーナー）が母堂の御不幸により列席されず，直接

会長より支部長旗を受取る事が出来なかったことです。
たえず沖縄のヨシ|､のため，中心になり努力された城

間先生には二重の不運であったことと，第1回以来こ

の沖繩レースにたずさわった人々も非常に残念に思っ
た次第であります。

毎回，泊地では御配慮を頂いて，特に今回は，米国
施設の那覇軍港使用にあたって御面倒をおかけしまし

た県庁より，西銘知事の代理として，比嘉副知事（前
琉球大学教授）のごあいさつで，「沖縄は古来より，
海路利用するしかなかった海洋民族で，交易のために
山原（やんばる）船（沖縄レースのマスコット・マー

ク）という沖縄独得の帆船で，遠く東南アジアへ出か

け，近海向きには，現在だからこそエンジンが載って

一
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したが，ここで一つの大きな誤算に出くわしました。

返還を4月1日と見込んでいたのが，なんと5月15日

に決まってしまったのです。会員へのPR,出場艇の

顔ぶれもほぼ決まっていたので，もう後には引けなく

なっていました。半月余の返還延期のため，艇も，
人も，全て，外国へ行く手続きが必要となりました。

廻航組はまだしも，船積み組は無為替輪出の申請やら

大変面倒な手続を要します。皆さん御存知の如く，日
本の役所のこと，税関，入管，検疫もガッチリとやら

れました。勿論，フィニッシュ後も同じことが要求さ

れました。ここで特筆されなくてはならないのは，

〈サンバードⅡ>の石合艇長，彼はこの手続きを一手に

引き受け，税関だ，やれ琉球海運さんとの船積みの

打合せだと，仕事の合間に走り廻っていたのを想い出

します。琉球海運さんは，地元側よりの協賛というこ

とで運賃を無料にして下さいました。スタートも近づ

き地元側も受入れに忙しくなり，県の口添えで市管理

の泊漁港に，参加艇が集まってきた時には，地元の人

々はものめずらしさも手伝ってか,見物の人が訪れ，艇

のそばから仲々離れなかったものです。

当初の計画のレース・サーキットともいえる北上組

は，チャイナ・シー・レースで総合2位となった調

子上々のくチタⅢ〉が加わり，関東9艇，東海1艇，

内海2艇と，計12艇の参加艇となりました。この勢揃
いは沖縄のヨットマンにはどのように感じられたでし

ょうか？大いなる刺激となったことは確かでしょう。

一方，本土側の参加艇クルーは，協力者の泡瀬ヨッ

ト・クラブ会長のシー･ビーさんが，全員を泊漁港より

送迎バスつきで招待して下さり，飲物，食べ物，音楽

つきの到れり尽せりのパーティーでは，本土の連中に

は，せめてこのくらいのクラブがあったらと，逆に刺

激となったようでした。

この記念すべき第1回沖縄レース前夜祭は，新装な

ったばかりの東急ホテルで催され，ここでも又，ハプ

ニングで，従業員がストに入ったため，管理職の方々

がにわかボーイとなり，又隣りの琉球ホールよりお手

伝いが来て，これは願ってもない拾い物でした。

ところで，この日，既に支部長旗を城間先生に渡し，

出来るだけ早い機会に，正式の支部として，正々堂々

とマストに掲げて下さいと，宿題にして先渡し済みで

あったのが真相なのです。

翌日のスタートの時城間先生は自分の乗船する見送

り船に，その支部長旗を堂々と掲げているではありませ

んか。いかにも自信にみちた行動で，最旱や支部が出

来たも同然と喜んだものでした。第1回レースは調子

にのったくチタⅢ〉が，第1回八丈島レースを優勝し

た手前，このレースも優勝と意気込んで，4日12時間

と，立派な成績で優勝。第5同も終った今R,未だ破

られてないコース・レコードとなっている。参加12艇，

リタイアはあったものの成功裡に終了し，次回には是

非と思っていた方々は自信を深めたに違いない。

(3）

ここで忘れてはならないこととして，この沖縄レー

スを機会に，過去NORCが度々無線周波数割当を申請

していたが，世界三大レースを200浬もしのぐ830浬

の日本列島に沿っての長距離レースに無線は欠くこと

の出来ない装備で，特に海上保安庁の御指導で，取得

することが出来たことは，このレースの開催と同時に

大いなる進歩であったと思います。

第2回，返還されて2年目，沖縄の事情も変り，多

くの米人が引揚げ，米人のみで構成されてた泡瀬ヨッ

ト・クラブも，城間先生や東江氏が，その運営に加わ

って，沖縄ヨットの基礎づくりが始められていた時期

で，再度，クラブに招かれた時には，メンバーも日本

人が多くなり，ヨット．クラブも復帰の感がありました。

クラブの運営と同じく，沖縄レース参加の気運が沖縄

の人々のなかでだんだんと盛り上っていた時期でもあ

りました。翌年には沖縄海洋博もひかえ，沖縄全体が，

海洋博ムードにつつまれていた背景に，地元のマスコ

ミも大きく取りあげて，一般の人々にも沖縄・東京レ

ースは認識されたものでした。海洋博記念レース中は，

地元関係者の方々には本当に協力して頂きました。外

国からの参加艇の中には艇を置き放しで，沖縄の人達

で，神戸まで廻航をレースの練習になると喜んで引き

受けてくれたこともありました。

第3回にして，沖縄より初めてのエントリーが実現

しました。城間先生を中心にしたサシバグループです。

「l艇だけでなく，もっと多くと思いましたが,とりあえ

ずくサシバ〉だけが出場します」と，消極的に城間先

生が言われた事を思い出します。

結果は参加13艇，総合7位の成績で，初参加にして

はまずまずの出来でした。

前回に倍する参加の第4回には，沖縄も2艇と倍の

参加となり，沖縄本島代表くサシバ>，宮古島代表<TI
DA>と共に最下位を争ったのは印象的でした。これに

奮起した沖縄勢は,<TIDA>はU35を新造し,昨年の小網

代カップ・レースでは足ならしのつもりが優勝。片や

くサシバ〉は，前々回優勝艇のくマジシャンⅡ〉を手に

入れて，第5回に再度出場。<TIDA>は総合3位に入

賞，堂々の出来であった。ただ，僚艇が振るわなかっ

たのは残念でした。

参加クルーも張り切るならば，陸勤も張り切りまし

て，今回の沖縄レース実行委員会は，泊地の手配，こ

れにまつわる手続きに，積極的な活動をなし，泊地確

保には，我々も気の付かなかった米軍施設の借用と地

元の人々ならではのことをやってのけ，その上，県よ

り相当額の事業資金を受けることまで，海に出ること

ばかりでなく運営も立派な出来であったと思います。

このような環境が育った現在，支部設立には絶好の機

会と，支部設立が実現した次第です。今後の益々の発

展を期待したいと思います。皆様の暖かい御指導御鞭

縫を，沖縄の人々に代りまして，お願い申し上げます。

WAY｡
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祝沖縄支部結成 ’

NORC沖縄支部長の

抱負

沖縄支部長城間祥行

日本外洋帆走協会沖縄支部が，去る4月28日，第5

回沖縄・東京レース前夜祭において，石原慎太郎会長

をはじめ，比嘉県副知事の激励のことばのもとに，会

長から新城哲男副支部長へ支部長旗が授与され,ここに

我々が待ち望んでいた支部が結成されたことは，非常

な喜びであるとともに，責任の重大さもかみしめるも

のである。

我が県は，海洋県であることは広く知られておりま

すが，最近では,「海はこわいもの，人の命をうばいと

るもの」だから「そっとしておいた方が無難である」

との考えが支配的で，このような風潮に対して残念に

思っていたところ，沖縄・東京レースが第5回も数え

るまでに定着し，更に支部が結成されたことは，我々

が海への親しみを取りもどす最良のチャンスであり，

また，青少年が海に体をきたえ，心身ともに健やかに

育っていく契機ともなり，喜びにたえない次第である。

一方，我々の海とのかかわり合いが，社会的にも正

確に理解され，評価されることにより，多くの仲間が

増えていくことを期待するものである。

ここまでこれたのも，会長をはじめ，関係各位が，

我が県が海洋県であることを高く評価し，我が国最大

最長距離の沖縄・東京レースを企画し，5回を数える

まで実績を重ねるとともに，現地の我々を指導してく

ださった賜であり，深く敬意を表する次第である。

沖縄県が本土復帰する直前の第1回レースからこれ

まで，我々は多くのものを学んできた。それは，レー

ス参加者の真面目なヨットに対するいたわりであり，

研究心であり，海に対する限りない愛着であり，また

艇そのものの発達等々である。

それらの結果として，第3回目のレースから地元艇

の参加をみるまでになったが，レース成績は必ずしも

よいとはいえない状態である。

けれども，我々は決して失望はしていない。

我々にとって事は始まったばかりであるからである。

支部結成をもうひとつのはずみとして，全国の多く

の仲間とともに，海と語らい，海に教えをうけ，末長

く海とともにありたいと願うものである。

（4）

このような，地道な積み重ねがレースに良い成績を

得る原動力ともなり，支部の発展にもつながると考え

ている。

会員も少なく，艇数も少ない沖縄支部ではあるが，

全国の先達の期待に応えるよう努力する所存ですので，

今後とも一そうの御指導をお願い申し上げる次第であ

る。

NORC沖縄支部の
結成にあたって

沖繩副支部長新城哲男

この度，第5回沖縄・東京レースを期しNORC沖

縄支部を結成し，皆様の仲間に加えて戴くことになり

ました。支部結成にいたる背景としては，隔年毎に行

なわれる沖縄・東京レースがあります。同レースが当

地のヨット界，特に外洋ヨットを目指す人達に大きな

刺激となり，影響を与え，また一般の人達もこのレー

スに対する関心が非常に高く，同レースを機に内地ヨ

ットマンとの交流を深めてまいりました。当地はヨッ

トの普及そのものからみれば，本土とは比べものにな

らないでしょうが，海に対する理解と関心は逆に非常

に高いものがあります。

古来，沖縄の人々は海洋民族といわれ，古代，西洋

の地中海沿岸で活腿したフェニキア人とたとえられま

す。日本本土と台湾との間に飛石のように連なる南西

諸島は大陸ともあまり遠くなく，優勢な海流は本土に

向かって流れ，一方風は季節風に貿易風の影響をまじ

えます。このような地理的位置にあり，船舶が唯一の

交通手段であった時代には交通に大変有利で，日本及

び中国，東南アジアを結ぶ貿易要衝の地に当り，「貿

易立国」を国是としてきました。その上沖縄人は，海

の好きな，舟を操ることの上手な民族でした。沖縄は

14世紀のなかばに中国へ朝貢しましたが，この朝貢用

の船進貢船は堅固な用材で作った帆船で,沖縄から

中国福建省まで順風で7，8日かかっており,15世紀

に入ると中国に入貢する際の進貢品を入手するために

シャム，マラッカ，ジャワ，スマトラなど東南アジア

各地と盛んに貿易を行なっていますが，それらの船は

沖縄は鉄材が不足していたために船を建造することが

できず，初めは中国からこれを購入していたが，後に

なると沖縄型のジャンク，了一ラン船（やんぱる船）

を用いています。沖縄県の海洋民といえば，世界的に

有名な糸満漁夫がいますが，彼らの用いたサバニもま

へ一
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た耐航性豊かな剖り船として有名ですが，サバニは漕

ぐだけではなく帆も用います。また沖縄の民謡には波

のリズムをもったものが数多くあります。

沖縄の海外貿易の全盛時代は，政治的にも経済的に

も最も充実した時代であり，その当時の硫球国王尚泰

久は1458年首里城正殿に掲げた大鐘に次のような実

に壮大な海外発展の銘を刻んでおります。「琉球国ハ

南海ノ勝地ニシテ，三韓ノ秀ヲ鐘メ，大明ヲ以テ輔車

トナシ，日域ヲ以テ唇歯トナス。此ノニノ中間二在リ

テ湧出スルトコロノ蓬莱島ナリ。舟揖ヲ以テ萬国ノ津

梁卜為シ，異産至宝八十万刹二充満セリ。地霊二人満

チ，遠ク和夏ノ仁風ヲ扇グ。……略……」略解すれば

沖縄は地理上実に良い位置にあり，船でもって周囲の

国々に橋をかけ，貿易をおこし良い品を集め，珍しい

産物や宝物で満ちあふれる蓬莱島である，と。この銘

のなかに，海洋民として生きる沖縄の人々の姿が如実

に示されています。

サハニ，マーラン船によって海洋をかけめぐった祖

先の血を継ぐ私達沖縄ヨットマンにとりまして，海洋

の力に挑戦する洗練された設i汁によるヨットの持つ醍

醐味は，計り知れない感銘と魅力を与え，また昭和50

年,海をテーマとした世界初の国際海洋博覧会に，その

催物の一つとして行なわれたシングルハンド太平洋横

断レース，ハワイ・沖縄レースはヨットに対する県民

の正しい理解を深めるようになりました。海洋博は終

ったとは申せ，その主旨をとらえ，今後益々その活用

を計らなければならないと思います。私も関係者の一

人として県議会の場で自然環境に恵まれた海洋立県を

目指す沖縄では，いかに海洋性スポーツ及びレクリエ

ーションの場としての基盤の整備がなされていないか，

また，次代をになう青少年にとって，海に学び，海に

鍛える海洋性スポーツのもつ健全効用性について力説

し，本県執行部関係者の喚起を促して参りました。

私ども沖縄にとって，27年間の本土との行政分離，

復帰による本土との一体化実現，一体化による制度的

利点，欠点，新制度への対応等があります。ヨット界

にしても，昭和44年の長崎国体に初参加以来，4，5

年前迄は小型艇の活動が主でしたが，昭和51年の第3

回沖縄・東京レースに初めてサシバグルーフ。が出場し，

第4回にはくサシバ>，〈テイダ〉の2艇が参加，今回

は米軍を含み3艇の参加があり，今年のチャイナシー

・レースには，テイダグループが海外レースに初挑戦

しました。

この度NORC本部の強力なバックアップにより支

部結成の運びとなりましたが，正直のところ船も人も

少なく，皆様が満足出来るような支部作りが出来るか，

運営が出来るか，戸惑いを感じております。浅学無力

ではありますが，精一杯のエネルギーをもって支部作

りに逼進いたします故,NORC本部をはじめ，会員

の皆様，他支部諸先輩の方々の御支援御鞭縫を賜りま

すようお願い致します。

（5）

沖縄・東京レースに寄せて

NORC常務理事小林和太郎

協会に職を置きまだ日の浅い私に，第5回沖縄・東

京レースの最も壮観なるスタートの様子を見る機会を

与えられ，遠く沖縄まで出かけることになりました。

最初はいささか戸惑いを感じたものの，私にとって沖

縄は，かって沖縄海洋博を中心に約2年間勤務したと

ころでもあり，その後一度も様子を見る機会もないま

まに経過しており，又多くの知人にも会える喜びも手

伝って，我が国最大のレースにおけるスタートの紫観

に接する期待に胸をふくらませて，又多少なりともお

役に立つこともあるだろうと度胸を定めて出かけまし

た。又このような機会を与えて下さった意図も，この

大レースを肌で感じ，今後の業務運営に生かすよう期

待されているものと推察して，厳しい中にも感謝して

いる次第です。

さて，前置きが長くなりましたが，25日1900晶終便

にて羽田を出発し，かつて通いなれた空の便は今も昔

と変りなく，高度1万米を快調に飛行して約2時間半

の後那覇空港に無事着陸しました｡4月も終りに近づ

けば先づはその暑さを覚悟していた私には，意外に涼

しい気温に胸をなで下したものの，これがその後毎日

のように悩まされた当地今年特有の不順な気候の故と

は気が付きませんでした。

一歩空港ビルの外に足を踏み出すと，かって海洋|＃

を期して急速建造されたクリーム色の[|叩定空港ターミ

ナルビルは芯光に映えて，ひとしお大きく育った‘駐車

場の木々の青さに浮かび，当時と変りないその佇まい

に先づは懐しさを覚えました。

又，同僚友達とはｲI難いもので，夜迎いにもかかわ

らず，わざわざ出迎えを受け，案内された4日間の予

定の旅館が，かっての第1l符区海上保安本部のすぐ裏

にあって，度々利川したことのある旅蝕とあっては，

何か久々に古里に帰った感じでした。

当夜はその古里の懐しい空気につつまれながら缶ビ

ール2本を》|'X薬に締かに床に枕き，翌Hは土曜日とあ

って，早速1111かとガt話になり協力を戴いている第l1":

区海上保安本部及び気象台に挨拶かたがた打合せに出

かけました。久々に陽光の下に兇る那糊の町並はおお

むね背の而影を留め，時間を5年程（ツクさせたよう

な感じがしましたが，交通ルールの改ll畠と共に町全体

が美しく整頓されきれいになった感じが致しました。

久茂地川の水も美しく浦んでおり，そのまま海の色

へと続き，川添いに柿えられているデイゴの葉の,!!j:さ

を写していた。ただ残念なことにはあの真紅の色を競

う沖縄の県花デイゴの花を余り見ることができなかっ

たことであった。これも台風の来襲の少ないことの前

兆とすれば，却って有難いことなのかも知れません。
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那馴新港を圧して誉える11符区では多くの同僚IH知

の方々の撒かい思いやりに接して打合せも順調に進み，

昼食は思いもかけないもてなしを受ける結果となり，

先裁もいささか冷汗をもよおしてしまいました。

翌2711は大レースを控えての座間味レースである。

沖縄の海でも特に美しいと言われる座間11未への往復は

大レースを控えての試走のためには手頃なili雛である（

コミッティー・ボートへの乗船をお願いして全航程を

つぶさに見ることとした。不順なる天候は朝より厚い

雲に笹われ,0820のスタート時には胴となった。それ

でも東'力:り約10nlの風に恵まれて全艇快調にスタート

することが出来た。鮮やかな色調のスピンの色は，天

候さえ良ければ南の海に映えてさぞかしと残念に思っ

た。朝方からの雨は次第にその雨足を強め，先頭艇が

フィニッシュする上〔〔には50'''先も見えぬ．象雨となり，

視界の悪さに加えて前線通過で変転する強風に悩まさ

れた艇もあったと聞くが，それ以上に前線迪過と共に

パタリと止まった無風状態に，涙ぐましい健闘をした

2～3の艇には讃辞を送りたい。それでも1400上I(には

全艇揃って表彰式に臨み，歯りjれの良いH1中座間ll未村

長の歓迎の挨拶，〈ロシナンテ〉の優勝に続く数々の

賞に，雨に煙った公民館内も海の男女の熱気にむせ返

っていた。約1時間の宴の後，名残りを|､片しみつつ村

長自らの見送りを受けながら三々五々咽'1味港に別れ

をつげ，快適な北寄りの風に送られて夕搾れせまる那

覇港に全艇無事帰港した。

翌28Hはいよいよ沖縄支部結成に統<沖縄レースの

前夜祭である。朝から周東委員長のI1上曄激励の~ド．'|､t

し<駆けlulる沖繩の方々を含め多くの人々の蔭のﾉに

支えられ，開会時間ぎりぎりの1900,準備万端見事に

整った。流ｲiに多くの実紬を枝み上げた才々の士の機

敏なる行動には真に頭の下がる思いがした。

開場を侍ちあぐねた人達の式場への入場とともに，

次第に従って式は進められ，満場の拍手に祝福されな

がら沖縄支部が結成され，イi原会長より支部長旗その

他が新城副支部長に手渡されて，ここに第8番目の支

部として沖縄支部が発足した次第でした。ただ残念に

思われたことは，御不幸のため城間支部長自らの出席

を見ることができなかったことでした。なお引続く前

夜祭は何時ものこととは思いますが，海に生きるヨッ

トマンの830浬もの壮途に臨む門出にふさわしい覇気

に富んだ盛り上がりを見せ，沖縄自治会館の夜はふけ

て行った次第ですが，時間が来ても去り難い風情はそ

の盛会を物語っていた。

又,J1夜半における雨沓は27日の豪ド|jの再来かと思

われるf1,4であったが，幸い夜明けと共に雨も小降りと

なり，スタート時刻の1200前後には視界も良くなり，

南々 東10m前後の風を色鮮やかなスピン－杯に受け
て，一路東京に向けて一斉にスタートした。その景
観は典に壮観そのものであった。このような継醐味は

限られた一部の人々しか見る事が出来ないのが残念に

思われた。

第2向パンナム･クリッパーカップ

・ヨット・シリーズについて

内藤渭朗

数年前ハワイの塩気のあるヨット仲間が，新しい国

際的なシリーズ・レースをハワイで主催しようと計画

し,1978年，キャプテン・クックのハワイ諸島発見

200周年を記念し,第1回パンナム・クリッパーカップ

が実現されました。この年は，アメリカ本国，オース

トラリア，ニューシーランド，ホンコンなどが参加し

ましたが，勿論日本からもくサンバードV>,<月光V>,

〈雲柱〉グループによるチャーター艇がチームを編成

し健闘いたしました。

ハワイという恵まれた自然のなかで行なうこのレー

スは，安定した貿易風による理想的なレース・コンデ

ィションに加え，環太平洋の各国からの名艇の参加，

そしてなにより主催者の素晴らしいハワイアン・ホス

ピタリティーによって，たちまち世界でも最も魅力的

なレースになってしまいました。

今年8月には第2回クリッパーカップが開催されま

すが，ワイキキ・ヨットクラブよりの情報によれば，

既にアメリカ，オーストラリア，ニュージーランド，

ホンコンなどから26艇のエントリーがあり，中には日

本でもおなじみの<SOCERERY>,<SCARAMOUCHE>

などの名前もみられます。

日本からもく月光>,<TOGO>,<朝烏>,<ZIGZA

G>,<VIND>,<慎記郎>,<雲柱>,そしてチャーター

を予定している<VEGA>グループから，参加の意志表

示がなされています。この記事が掲載される頃には，

日本のエントリー艇も確定し，チーム編成も決ってい

ることと思いますが,〈月光>,<TOGO>のアドミラル

ズ・カツパーや,〈月光>，〈雲柱〉など既に第1回に参

加しレース・コンディションを熟知している艇も名を

連ねていることから，優勝をねらえる強力なチームが

編成されるのではないかと期待されています。

最後に，ワイキキ・ヨット・クラブから送られてき

ましたレース・スケジュールを紹介しておきますが，

さすがにハワイらしく，レースの合間にも数々の楽し

い催しものを計画しているとのごとです。

8月1日第1レースオアフ島一周レース100マ

イル

8月4日，5日，7日第2，3，4レース

オリンピック・コース30マイル

8月10日第5レースハワイー周レース750マイ

ル

8月17日パーティー及び表彰式

’ ’

(6）
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距離レース）における参加艇の大型化傾向が顕著であ

る。

レース参加者の総数は188名（内女性1名を含む）
であり，その内訳はNORCの会員155名(82.4%)
・非会員33名（17.6％）である。尚，レース参加艇の

内の9艇は参加者全員がNORCの会員である。

レース参加者の年令構成は，～19才5名（2.6％）

・20～24才34名（18.1％）・25～29才59名（31.4％）

･30～34才57名(30.3%)･35～39才19名(10.1%)

・40～44才8名（4.3％）・45～49才4名（2.1％）

・50才～2名（1.1％）であり，25～34才の年令層が

166名（61.7％）となっている。

レースの結果は別表Iの通りである。

ファースト・ホーム艇については，予想通り，関東

と関西を代表する国際レースに経験の豊富な<SUNBI

RDV>と<TOGOU>の両艇の競り合いになったが，

石廊崎沖より小網代に至る相模湾のコースにおいて，

<SUNBIRDV>がホーム・グランドの利を生かして
風と潮を巧みにつかみ､TOGOVI>を振り切ってフィ

ーッシュすることに成功した。総合優勝艇については，

<SUNBIRDV>･<TOGOVI>･<KAZU>･<TIDA)
･<PARAPHRENIANVI>の各艇が優1割美補艇とし
て下馬評に上がっていたが,<SINDBADI>について

は，これまでに2年連続して同一艇が同一レースに総
合優勝を成し遂げた記録がないことから期待はしても

下馬評には上がってはいなかった｡<SUNBIRDV>と

<TOGOW>の大型艇は、当初予想された程の低気圧
との遭遇もなく，従って，期待された強い風が吹かず，

全コースにわたって順風～微風の比較的穏やかな風が

吹いたため，最後まで優勝のチャンスをつかむことが

できなかった。一方,<KAZU>・<TIDA>･<PARA-

PHRENIANVI>の中型艇は，各艇ともコースをラム・

ライン上にとっており(別表Ⅱ参照),従って，沖縄から

石廊崎沖に至るまでのコースでは風向・風力・潮流の

影響は同じであったものと推測され，風運の如何んや

第5回沖縄・東京レースは，4月29日NORCの各支

部より参加した外洋ヨット21艇が沖縄県本島・那覇港

沖から神奈川県三浦半島・小網代へ向けて,前線と低

気圧の影響による雨の中をスタートして行なわれた。

5月4日21時49分15秒,<SUNBIRDV>が後続艇の

<TOGOVI>を2時間14分35秒離してファースト・

フィニッシュした。

5月5日06時37分53秒､PARAPHRENIANVI>が

遙か沖合いから数艇身の差で追いあげてくる<SIND-

BADI>を押さえてフィニッシュ・ラインをクロス

した。両艇のフィニッシュ・タイムの時差は830浬の

航程において僅か23秒であった。

5月6日08時27分44秒,<つばくろ〉のラスト・フイ

ニッシュをもって，土佐・清水港にレースを棄権し入

港した<ROCINANTE>を除く，レース参加20艇が

フィニッシュし，無事レースを終了した。

レース参加艇の支部別・クラス別は次の通りである。

〈支部別〉〈クラス別〉

関東支部7艇クラスI4艇

駿河湾支部2艇〃Ⅱ4〃

東海支部3艇〃Ⅲ4〃

内海支部5艇〃Ⅳ7〃

西内海支部1艇〃V2"

沖縄支部2艇

U.S.A.1艇

レース参加艇については，レースの回を重ねるごと

に関東以外の支部からの参加艇が増えており，今回の

レースでは，関東支部から7艇（33.3％）が参加し，

その他の支部からは丁度2倍の14艇が参加しており，

本部レースに相応しい参加艇の支部別構成となってい

る。一方，レース参加艇のクラスについては，クラス

Ⅲ.Ⅳの中型艇を中心にクラスI.Ⅱの大型艇が増え

ているのに対し，クラスVの小型艇の参加は2艇のみ

であり，沖縄・東京レース，小笠原レース，洲本・小

網代レース，八丈島レースなどの本部レース（中・長

一

沖縄レース，スター|､。左よりくチサト>，〈シンドバッド>，〈フ
ジ>、〈パラフレニァン〉撮影岡本甫提供舵社
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－1<優勝杯・その他受賞艇〉

オール総合優勝<SINDBADU>

総理大臣杯・運輸大臣杯・沖縄県知事杯・朝日新
聞社杯･NORC会長杯

同2位<PARAPHRENIANW>
レース委員会杯

同3位<TIDA>

レース委員会杯

グループ総合優勝

Aグループ<TOGOW>

海上保安庁長官杯

Bグループ<KAZU>

航海訓練所長杯・沖縄タイムズ社賞

Cグループ<SINDBADU>
アドミラル東郷カップ

ベスト・ナビケーター賞（武田氏寄贈）小池孝
ベスト・コック賞（名和氏寄贈）小林正紀
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ファースト・ホーム艇の<SUNBIRDV>写真：海上保安庁
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昭和55年6月15日第62号

レース委員長周東英卿第5回沖縄・東京レース成績表表I

恥1修正時間所要時間 TMF到着時間到着順位名艇

|CONTESSAV]

セール番号
｜
蝿

Ｓ
ｏ
ｏ
４
４

，
３Ｏ

ｈ
Ｏ１

．
《
ｂ

Ｓ
旬
ｏ
Ｆ
Ｏ

ｍ
ケー

ｈ
６１
．
５

Ｓ
句
Ｄ
Ｆ
Ｄ

ｍ
併１

ｈ
４０
．
５５ A41．131351477

喝
一
Ⅳ
｜
肥
．
’
６
｜
、
｜
蛇
一
一
一
４
’
５

記
如
副
蛇
諏
一
訂
鵬
Ⅲ
皿
釦
仙
印
加
妬
四
一
皿
泌
師
一
冊

９
０
７
２
４
０
７
６
６
１
０
０
２
８
７
７
１
３
２

２
乱
心
乱
心
訓
一
丑
辿
Ｅ
２
８
ｏ
５
も
乱
心
灯
８
２

１
３
８
３
８
８
３
３
８
１
９
１
１
４
５
８
２
４
１

１
１
１
０
０
０
２
２
１
２
１
２
２
０
０
０
１
０
１

６
６
６
６
６
６
牙
昂
サ
ケ
研
牙
－
５
｜
ケ
ヶ
ー
６
６
６
ケ

５
’
６
’
７
｜
①
｜
②
｜
③
｜
｜
｜
唖
一
②
’
３
’
４
－
⑳
｜
②
｜
③
ｌ
４
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
９
ｌ
８
ｌ
５

恥
一
唖
一
ｍ
一
噸
｜
皿
一
唖
一
一
一
狸
一
睡
一
岬
一
恥
一
ｍ
一
皿
一
皿
一
睡
一
秘
一
価
一
秘
一
睡
一
脚

4-21-49-155-09-49-15

5-03-34-015-15-34-01

5-08-07-065-20-07-06

5-00-03-505-12-03-50

5-04-16-115-16-16-11

5-04-02-325-16-02-32

DNF

5-05-11-365-17-11-36

5-04-53-415-16-53-41

5-23-05-516-11-05-51

6-04-37-136-16-37-13

5-06-38-165-18-38-16

5-06-37-535-18-37-53

5-08-19-435-20-19-43

5-14-18-106-02-18-10

5-18-01-436-06-01-43

5-19-52-396-07-52-39

6-00-16-266-12-16-26

5-23-32-026-11-32-02

16-08-27-446-20-27-44

１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１

SUNBIRDV

RODEMVI

FuJIm

TOGOW

BIGPAL

風来坊

ROCINANTE

１
ｌ
３
ｌ
ｎ
ｌ
２
ｌ
６
ｌ
４
三
一
８
’
７
｜
略
一
四
一
ｍ
－
９
｜
翅

４

認
淑
一
麺
珊
秘
蝉
唖
醗
獅
舜
蜘
必
秘
蜘
蜘
伽
”

０
０
２

１

７
１

７
３
１

１

２
２

３
４
①
②
３
①
｜
②

Ⅱ

Ⅲ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

KAZU

MARGE

SASHIBA

NACHIW

SINDBADI

PARAPHRENIANVI

TIDA

四
一
恥
一
①
｜
②
一
③
ｌ
７
ｌ
９
－
ｕ

3

4

W@

②
③
４
５

昭
一
皿

慎記郎
へ

ー CHISATOV

SCHNAUZER

竜馬

VIVACE

つばくろ

巧
一
肥
一
Ⅳ
｜
鋤

〉

賂
一
ｕ
－
８
ｌ

7
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。 I
に
Ｉ
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0

-一

一

11()。l‘
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優勝艇のくシンドバッド〉
撮影岡本甫提供舵社(9）
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コースの選択よりも，主としてセーリング・テクニッ
クの巧拙が問われるという単調にして，かつ，厳しい
神経の疲れるレースであったようだ。石廊崎では各艇
とも一様に凪に見舞われており，各艇の位置によるこ

の無風時間の長・短とその後の石廊崎沖から小網代に
至るコースの選択が各艇の勝敗を確定的なものにした

といえよう。総合優勝艇の<SINDBADU>は，上記
クラスⅣの3艇のようにコースをラム・ライン上には

とらず，室戸岬の南210浬・潮岬の南96浬・石廊崎の
南40浬を結ぶ最も南寄りのコースをとり，相模湾へは
銭洲附近から神津島・新島・利島の西側を伊豆諸島に
沿って北上し，大島・風早崎に至るコースをとってい

る｡<別表Ⅱ参照)<SINDBADI>は，このコースを

選択したことにより，コースを北寄りまたはラム・ラ

イン上にとった他艇よりも前線に近いため，比較的風
に恵まれ，かつ，黒潮に乗ったため，伊豆半島・石廊
崎沖までのコースでは，堅実なセーリング・テクニッ

クと相俟って，クラスI･Ⅱの大型艇との差を縮め，
かつ，クラスⅢ。Ⅳの中型艇に対しては有利な位置を
占めることができたようだ。特に相模湾への進入コー

スでは，伊豆半島を完全に離し，黒潮分流の連れ潮に

乗り，凪の最中に在っても常に対地速度を失わず，小
網代への距離を詰めたことは,<SINDBADH>の総合
優勝を確実なものとし，その結果これまでのジンク

スは見事に破られ,<SINDBADI>が,優勝杯を再び
勝ち取り，連続優勝の偉業を成し遂げた。

沖縄レースニ連勝を果して <シンドバッドⅡ〉

ｵｰﾅｰ松本太一

多くの方々 から祝福される。一度で良いから沖縄レ
ースに勝ちたいのがヨットマンの夢なのだから。二連
勝ともなれば，私としても，オーナー冥利につきる。
幸運な男という事だ。

＊ ＊＊

ふり返れば，暗く重苦しいレース前であった。
3月には，〈シンドバッド1世〉を世話してくれた西
垣氏力遠州灘で行方不明となった事もレース参加を重
苦しくしていたし，回航の日々 も，連日の曇り空，雨
で，レース・スタートに近づくにつれ満月となる筈の
月も，海を照らさない。

艇が南に下って，奄美，徳之島をすぎても，クルー
の誰もが，長袖にオイルスキンをはなせない忍耐の回
航だった。

先回あれ程明かるく，我々 を魅了した，座間味レー
スですら低くたれこめた雨雲の下であった。

斯く斯くすべてが，4月29日スタートの830浬が，
荒れるぞ,‘吹くぞと口を揃えていたのだ。
スタートの朝，〈シンドバッド〉の誰もが黙々 とポー

ラを着，合羽を着た。ティラーを持って肪いの解かれ
るのを侍って居た高城がニコリと笑う。『荒れるレース
よ’どんと来い.／』と，重装備の仲間を見て，彼らの
レースにかける決意を感じたのであろう。私も彼らの
決意を読んで，勝てると心中ひそかに確信した。
〈シンドバッドⅡ〉は，第4回の沖縄レースに優勝し
た時と全く同じ仕様で今回のレースに臨んだのである
が，レース界の常で，約3年を経たデザインは，今第
5回の沖縄レースに的を絞って新造された新鋭艇に比
べてさまざまな点での劣勢は隠せない事を予想して参
加をしていたのだが，初めてく千里（ちさと)>，〈パ
ラフレ〉等同級の先鋭艇と，4月27日に行なわれた座

(10)

総理大臣賞をうける松本オーナー（左）と高城氏。

間味レースで走り競べて，艇速の明らかな差に私はあ
らためて少なからざる危倶の念を抱いた。

スピンランで,0.3浬程の差はあるだろう。830浬全
航程を150時間で走るとして，半分がスピンなら22浬
余りの差となるのだから。しかし，クルーの誰もが同じ
思いであったろうが，誰もその事を口にしなかった。
海が荒れてクローズが多ければ十二分に我々 もチャンス
はある筈だ。またその事にも誰もふれなかった。海が
荒れる事は誰もが覚悟していたし，又それ以上に我々
はレースにクールであったから。

＊ ＊＊

沖縄レース前夜祭の挨拶で私は,『第4回沖縄レース
優勝艇として恥ずかしくないレースをしたい。前回の
レースは私の艇くシンドバッドⅡ〉は最新のデザイン

艇であった。それに東海支部のレースでは，誰もが私

へ
迄

”

へ
＝

〆
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の艇の前を走った事がない程速いので，私の艇はその

後部しか知られていない｡TheSternと敬称される

船だった。しかし今回の我々は艇速で勝つつもりで参

加するのではない。前回学んだ事を生かして，脳味噌

で勝つのだ。諸君，私達くシンドバッドⅡ〉の後をつ

いて来なさい。沖縄レースで勝てるコースが判るでし

ょう。しっかりついてくれば第2位になれます。それ

が証拠に，座間味レースのフイニッシュ間際前線通

過で視界が無くなった寸秒の間に我々は大田崎を脳味

噌でかわして座間味湾に入っていたでしょう。視界が

よくなって皆さんは唖然としたでしょう。艇速で負け

ていた船が一瞬の修羅場の後，突然前を走っているの

ですからね。いや，かくしても無駄です。視界がよく

なってきたあの時，私は有名なSindbadのTheStern

から双眼鏡で参加各艇の諸兄の尊顔を拝見していたの

ですから。あの時の驚きぶりは失礼ながら私にとって

実に興味深いものでした。その時私の脳味噌に前回の

我艇の愛称TheSternSindbadにつづいて今回の我

艇の愛称はFantasticSindbadに決めようという気

持ちが固まりました。皆さん私は前回と同じ艇で沖縄

にやって参りましたが，ファンタスティック・シンド

バッドの脳味噌は全く新鮮です。我々の新しいタクテ

ィクスをこの機会に学んで下さい。

それでは皆さん，第4回のTheSternSindbadに

続いて，第5回FantasticSindbadの優勝確実を祝

って乾杯しましょう。乾杯.／』と，やったものでした（
いつ

つまりレースで吹かれる前に，私が吹いたのです。こ

の挨拶中最も残念であったのは最後の『乾杯.ﾉ』のく

だりで賛ずる賢人がほとんど居なかった事でした。挨

拶を終えて一信九疑（つまり10人中9人までが信じな

いという新語）の諸兄の視線を浴びて壇を降りながら，

私は挨拶の途中琉球の美女から頂戴した花束の香りと

左手に持ったままのウイスキーグラスとは全く無関係

に，冷静に，小網代湾をFantasticにフィニッシュす

る我愛艇を脳味噌に想い描くことが出来たのです。

＊ ＊＊

実際このレースに参加するについては，かなりの問

題を解決せねばならなかった。

第1にレース界の悪習，新艇でなければ良いクルー

が集まらない事。言い替えれば，新艇でなければ勝て

ないと思い込むレース界の因習を打破して，クルー全

員に勝てる事を信じ込ませる事，私自身にも。

第2に勝てるコースの選択，この問題については色

々な角度から検討した。クルーの一人一人がそうであ

ったと思うが，想い想いのコースを推理して楽しんで

いただろう。事前の戦術討議はヨット・レースの醍醐

味の一つである。私もレース打合せに上京したホテル

で，高城と沖縄本島南の金武岬を回ってどの艇よりも

早く東へ出ようという案を夜を徹して論じたものであ

る。先にも述べたように沖縄レースは長いレースであ

る。スタートと同時に艇団は広い角度に各々のコース

を選ぶ。辺戸岬から太平洋へ出る艇と伊江島の西から

吐'1葛陳I列島へ北上する艇では，同じ東京へ向かうレー

ス艇とは信じ難い広がりである。初めてこのレースに

参加した前回，その光景をみて私は，ああ，大レース

が始まった，ロング・レースが始まったと一人心を緊

張させたものだった。今回の我々はスピードでは劣勢

であった。それだけに今回の勝敗は一重にレース・コ

ースにかかっているといってよかった。それだけに高

城の話も真剣であった。奇しくもその日，私は東京へ

向かう新幹線の中で，風によっては，沖縄レースの歴

史始まって以来のコース，スタートライン・クリアの

直後，第4回の我艇のキャッチ・フレーズTheStern

Sindbadの名に恥じず踵を返して，吐ﾛ葛膜ﾘ列島伊江水

道を目ざすであろう全艇に，文字通りスダーンしか見

せず，金武岬にヘルムを取ってよい位置を取ろうと思

って居たのだ。高城が,「オーナー，本島南廻りという

コースはどうでしょう」と言った時，私は驚いた。同

じ事を考えて居たのだ。こんなスタートのレースが他

にあるだろうか。スタートと同時に180.北と南に，ま

ったく真反対にレース艇がスタートして行くなんて。

もしスタートがクローズであったら全く愉快。我々は

スピンランだから見る見る全艇を引き離す(離れる？）

事になる。〈シンドバッド〉のレースの歴史永しと言え

ど，単位時間に他艇との差を拡げる事においてはこれ

にし〈記録はあるまい。

実はラム・ラインで比較すると沖縄本島北端の辺戸

岬をかわす過去全艇がとった北上コースと，今回我々

が検討している南下して金武岬をかわすコースとはわ

ずかに13浬の差しかないのだ。風と潮さえ間尺にあえ

ば十二分に可能性のある新ルートなのだ。このレース

で東に出れば2時間位の事はなんとかなるから。

高城の口から，その案を聞いた時，私は，彼が前回

2年前のレースを制覇した艇で再び出場する意味を本

当に正しく理解しているのだなと感じて申し訳なくも

有難く思った。私も前回優勝のくシンドバッドⅡ〉で

出場する以上，さけられない問題の数々を知っていた

から。その夜は互いに，自らを高揚させてそのハンデ

ィから逃れるべく，そのいまだ新鮮なるシンドバッド

の脳味噌から生まれたコースについて意見を汲みかわ

し酔って眠った。

第3には，第4には，と本当にどれをとりあげても

重要な多くの問題があった。しかし今一つ私がとりあ

げるとすれば，第5には，いかに上手く敗けようかと

考えていた事だろう。「上手く敗ける。気持ち良く仲

良く敗ける｡｣－これは私にとって一番重要な命題で

あった。〈シンドバッド〉でのレースはこのレースだ

けではないのだから。この命題の解の余裕がない。原

稿用紙9枚，3日後迄に，これがオフショアからの第

6の難問だった。

(11)
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平穏な劇

石原慎太郎

それを行なう人間が，意識，無意識或いは本能的

に行なう違いはあっても，いかなるスポーツの試合も，

大小さまざまな選択の判断の集植といえるに違いない。

しかし沖縄レースという,111昌界で行なわれる数多いオ

フショアレースの中でも，最も変化と|水|難に油ち，そ

れ故に計り知れぬ醍醐味に樹んだイベントは，それに

参加することを決めた瞬間から，実際にレースが行な

われるまでの間，そしてレースの最中も不l新に，乗り

手たちに致命的といえる選択を強いてくる，

！試合の前に試合を/I畠右しかねぬ選択､lll析を強いられ

るスポーツとは，例えば，好球のように今日の先発ピ

ッチャーを推にするか，といったものもあろうが．し

かし沖繩レースでの判断選択は，優に，それを行なう

人間l'|身の生命の安否に関わるもので，その意|味で，

このように実ｲf的なレースは他にざらにはあるまい。

i'l!繩レースに参力llする者はまず，黒測という強力な

要|ﾉ《|をどのようにとりこむかということを､卜l11析し決断

しなくてはならない。いかなる状況|<でも，2～3ノッ

トで北東行するI卿Iというlit界有数の海流を誰も無視

はできはしない｡この黒潮|をl川}しきれば,帆をかけ瓜

まかせで走る船にとってこれハ:強力な援耶はありi¥ま

い。しかし，そう決|新することは，同時に，そのすべ

を総てた場合の数1f,fの危険を'jt'|!ﾉfしなくてはならぬ。

つまり，殿初から|僻)|を辿って走ろうとするなら，あ

の大小無数の島々と岩礁に満ち満ちた奄美諸島とトカ

ラ列島に沿って走り，予測しきれぬ状況~ドにいずこか

の地点でこれを横|析し，太平洋に出なくてはならない。

それぞれ奇怪なγ!前を負うたこれらのﾘ‘島は，海lXlの

読める人間なら，一兇して，測り知れぬ危険に油ち価

ちた水域であることがわかる。夜間絶対に確認できな

い干出．岩礁，それらに取り|〃|まれた無人，有人の雌

燈台の島々･

ロランやレーダー等航路搬別の現代的渋liffをi11liえた

船舶にと‐ﾉては，もはやⅢl逆とはならぬ危険性だろう

が,そうした機具をたとえ術えていても尚，自らそれを

使うことを禁じた外洋レースにとって，これらの島々

は，陣書物とだけいい切れぬ空恐しぃ災に他ならない。
ある気象状況~ドにありがちの，強烈な北東風がこの

水域で吹いたならば（例えば,1976年のi'l'繩レースの

3,411目のように)1風向と逆流する強い削榊l1の流れ

は，それらの水域に凶悪な三βj波を立てることになる。

その111を夜間，タック，タックでlliiきゞ ながら上るヨッ

トにとって，無数に点在する無燈台の島や岩礁を一つ

一つ確認して走り抜けることは至難の技となる、

(12）

｢カップをもらう人にもなります」

しかし尚，！､l,"1は絶対に無視はで､きない．その効果

を鮒1M｢1のレースに圧勝したくチタ〉の成紬か､!;II5し

ている。<コンテッサ〉もまた，先1l'l78年のレースで，

jl､IWIIを徹底的に追跡してシナiifに沖出し，結県として，

恐らく沖繩レースのイ!~山以来，ただ－－盤，大隅派I峡を

抜けたが，その冊|，商抗l_|:のへりにいて1111とか瓜をひ

ろって上り統けた仙艇と比べて，延べ3()ll､縦l近いl'|{を

くったそれでも尚，結果は，光弧災|､liと鮒2ffl､rlの

中|II1ぐらいでフィニッシュできた。』I,lli'lﾘlの効果がなく

ては恕像できぬ成絨といえる。

今f|えのi'l!純レースの印象か総じて､|え随だったのは，

ｲ苓般に仙肌が一・度も|吹かなかったこともあるが,II'Iよ

りや』，この''.|､{i'lillにk,Iする逸状､ﾘ|析が，期せずして全艇

同じものになってしまったことにあるような気がする

つまり,吹いてくるI瓜の抽さまで測れぬながら，スタート

時の追手のあと．、11時の城l_IIIWui,,'ilからして，北東川な

いし北瓜が吹きだすことは允分予仙できた。その状況

下で、奄美或いはトカラダII品を東に抜ける帆北の危険

と莪雛さを,推しもが予測し，雌初北上すると兄られた

くビッグ・ハル〉ともうl盤の船も､fi'il,!jはごく低い

緯度で太平i､|自に11l',てしまい，全艇がラム・ラインのl!ｷl

辺をひしめいて走った。そして風は終始微風であった

私の船に|災っていえば，艇迷が8ノットを｜諸辿った

ことはついになかった。それにしてもヨットというも

のは，したたかなもので，あんなに遅々としてではあ

りながら,1500キロものMIi雛を結果としては,6日足

らずで走り切ってしまったのだと，改めて妙な感心も

させられたものだ。

足かけ6日という所要時間は，他の艇にとっても，

予想はできても期待外のことだったに違いない。私の

船にしても，何日でフィニッシュするつもりでしたか

は知らぬが,微風のままに緊張もなく，手持ちぶさたの

まま，結局は飲んで食べるしかすることもなく，その

結果，最終日近くには飲むもの食べるものも底をつき

だし，レース艇としては不謹慎な話だが，スターンか

らケンケンを流して引き釣りをし，釣り上げたカツオ

得里

へ
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やサバをその場でおろし，タタキやシメサバにして喉

を鴫らしたものだ。

前々回の強風下のレースで,吹き飛ぱされコックピッ

トに飛び込んできたイカやサバを，思いがけい口悦と

して味わったのとははなはだ対鰕的であった。

船や艇員のレベルが年々向上して来ながら尚，沖縄
レースの所要時間が，前回，今回とだんだん長くなっ

ているのも皮肉な話だが，これはただ，気象状況のも

たらした結果でしかない。5月という季節に，南にし

る北にしるメイ・ストームが吹かいということ自体が

僥倖でしかあるまい。海は相い変らず不可知であり，

不可知なる海が最悪の場合何を我々に与えるかもまた

一層不可知でしかない。その意l味では，今年は平穏無

事に終わりはしたが，沖縄レースは，今回が平穏だっ
たということも力IIえて，最もオーシャン・レースらし

い，つまり不可知の絶対値が極めて高い，ヨット乗り
にとって計り知れぬ大きな魅力であることに違いはな

い。

今年の沖縄レースを走り終えた瞬間，すぐに次回の

沖縄レースに思いを馳せたのは，決して私だけではあ

るまい。

<ビバーチェ>と
沖縄･東京レース

<ビパー ﾁｪ〉ボブ・シン

沖縄・東京レースは，私と私のクルーにとって，大
変楽しいものでした。座間味レースの前日から東京で
の表彰パーティーの日まで，日本のヨットマンがいろ
いろ面倒を見て下さいました。特に，クルーの1人の

ボブ・パイカー中佐が座間味で肩にけがをしたときに

も助けていただき，感謝しています。幸い，ぎりぎり

のところで代りのクルーが見つかり，天皇誕生日に，

スタート・ラインに並ぶことができました。

私の第2司令官の，スティーブ・クロックス中佐と
のレース前の作戦会議で，私達は，コンディションの

急変もありうるとみて，次のような基本的な作戦を立
てました。伊江島の西をぬけ,015のコースをとってま

っすぐ烏島の北約10マイルの地点まで行き，できれば
そこで黒潮に乗る。そこから約060にコースをとり，横

当島のすぐ南を通る。種子島の真横を過ぎたら，潮岬
付近まで，ラム・ラインのやや左,1800fathomLine

(測鉛線）にほぼそったコースをとり，そこから神子元
島までラム・ラインをとり，フィニッシュに向かう。

実際の航跡もだいたいう°ラン通りで，ラジオのトラ

ブル(2638KHzでの交信ができなかったもの）のため
他の船の位置がわからなかったものの，日曜日の朝ま

では，かなり良い位置にいるのではないかと思ってい
ました。日曜日に風が落ち，最悪の日になりました。

月曜日の昼には私達は神子元島の横にいて，それから

フイニッシュまで，がっかりさせるような12時間が待

ちうけていました。風は0～25ノット，しかも風向き

がしょっ中変って,20回以上セール・チェンジをしま

した。相模湾の好日……1

表彰パーティーのときにも話しましたが，私は，こ

のレースが，私が前に参加したことのある2つの大き

なレース，ニューポートからバミューダまでの600マ

イルのレース，それにサンディエゴからマンサニーヨ

の1200マイルのレース以上に面白く，チャレンジのか

いのあるレースだと思っています。沖縄．東京レース

は，国際的なヨット界の中でもメジャーなレースだと
言えるのではないでしょうか。

ここで，沖縄の原田氏に感謝しておきたいと思いま

す。レース直前の練習でマストを折ってしまったとき，

彼のすばらしい技術のおかげで，新しいマストを立て
ることができました。

また,NORCのレース・ゴミッティーと委員の方々，

それから，特に大儀見氏のご好意にも感謝しています。

またNORCのレースでお目にかかれることを楽しみに

しています。
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撮影中迎隆敏
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<TOGO>に乗って
、

スタートの<TOGO>艇上。山田オーナー(左)と寺山スキッパー

服部一良

現在,DOU36<光〉を相手に格闘を続けているが,
この艇での沖縄レース参加は，もう早い時期にお休み
をする事にきめていた。理由はしごく簡単で，新艇の
計画が相当に具体化しつつあったからである○
思うに，人間とは，まったく勝手で調子のいいもの

で，一度，新艇のビジョンが頭の中に入り込むと,今
まで文字通りに運命を共にしていた感のある艇が，古
色蒼然たる色槌せたウバ桜に見えてしまって，かわい
そうだとは思うのだが，とても以前の気持ちには戻れ
なくなってしまう。

事さらいいかえてみれば,ヒョンな事からの目移りが

本気になってしまって，そこいら(支部レース）を連れ
て歩くには因果と思って我慢もするが，人様（特別レ
ース）の前には気恥かしくて，とても出せない○出来
る事ならあの子（新艇）と一緒にと，がピッタシなの
だ。

したがって，多少の未練はあったが，新艇の出来る

までは，大きなレースには目をつぶり，明日に向けて

エネルギーを貯えて，さしあたっての関心は，新艇に
集中していたのである。

図面を広げてのディスカッションは，レースそれ自

体とはまた違う意味で,思いのばか楽しくて,だいたい

(14)

が危険がない。喉がカラカラになっても，これはティ
ラーにふり廻されての恐怖からではなく，単なるしゃ
べり過ぎであり，夢中になって，時のたつのを忘れて

しまい，目がしよぽつき出しても，シケ模様の深夜に

ディスプレイとのニラメッコからの疲れに比べれば，

何でもありはしない｡そんなところへ,幸か不幸かく光〉
が沖縄へ行かないのならば，こちらに乗らないかとの

お誘いが来た。それも続けて何口もである。

チームが新たな構想に燃えている最中に，ひとりだ
け別行動をとるジレンマを感じないわけではなかった

が，本音は，また沖縄にゆける喜びが先行して，やは
り嬉しかった。もう，そろそろ若造りも無理なような
年頃だが，まだオレも大丈夫だなと，秘かにニヤつい
ていたはずである。

さて，どの艇に乗せてもらうか。第一に，新艇の参

考になり，出来ればデッキ廻りの勉強に身近かなクル

ーの同伴を許してもらえるところ。第二には，第三に

は，と身勝手な迷いが始まった。最終的には，例の天

龍川河口沖の事故の影響も受けて，初乗りに近い艇よ

りも，前回の沖縄レースにも乗せていただいて，メン

バーも馴染みのある<TOGO>に，タクテイクス及びナ

ビ担当としてお世話になる事にした。

早速，西宮に出掛けて久しぶりに懐しい面々と顔を

合せ，タイミング良<KYCのポイント・レースに出る

事が出来た。荒れ気味のコンディションに<TOGO>

は完全優勝を遂げた。前触れにしては縁起が良くて気

持ちがふくらんで来る。レース後の，沖縄レース出場

艇合同送別会(？）も含めてのパーティーも，まことに

楽しかった。いささか脱線するが，このあたりの雰囲

気は，ちょっと関東では見受けられないところである。

上っ面の一度だけで，とやかくは言えたものではな

いにしろ，初対面の感じからして違うのだ。各艇の代

表が一席ぶつのも，天真燗漫，天衣無縫そのままの感

じで，こちらであればシラケきるのは良い方で，喧嘩

にもなりかねない程の凄まじさである。それでいて実

に朗らかで楽しいのだ。

何故なのか，まず気候風土，それからオーナー，ク

ルーの人相風体と考えてみたが，良くわからない。う

がっていえば，伝統的に商業地域であり，人との付き

合いは上手のはずで，揃って遊ぶときの心得は相当に

高い水準といえよう。この点，関東は武家社会の成れ

の果てで，今も官僚機構の中心地である。いわずとし

れたカッコマンが多すぎて，のびのびしたクラブライ

フは，あまり得意ではない感じがする。当方もシーボ

ニア開びゃ<以来，あそこにウロチョロしているだけ

に，反省するところ大であった。

さて，その後はたちまちにして日は過ぎて，スター

トとなり，のたりくたりでフィニッシュしたわけであ

る。山場というのか見せ場というのか，それらしきと

ころは，スタートは，寺山スキッパーの抜群の冴えで，

グー

一



』■＝

一

昭和55年6月15日第62号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

ダントツであった事と，ジャスト5日目に神子元島と

オーバーラップしてくサンバードV>を見付けた時と，

真夜中のフィニッシュ直前に，ガスに包まれ完全に視

界を失い真っ青になった事ぐらいで，あとはまことに

春ウララの平穏無事過ぎたきらいであった。おかげで，

初日二I]目はおそらくクルー全員で自粛していたのだと

思うが，そのうちどこからともなく，お目覚め用，兼

お休み用液体が出現して来て，ワッチ交代時は，昼夜

を問わず宴会と果て，フィニッシュまでに空けたボト

ルは7本になってしまっていた。

結局，秘かに期待していた強風のスピンランや<T

OGO)の出番である中強風の風上行は，残念ながら味

わえなかったが,気持よく同行を許していただけたく光〉

の若手クルーにとっては，足手まといにならず適当に

仕事の出来た状況で，勉強にはおあつらえむきであっ

たに違いない。

それにしても，前回から2年,ヒイキ目に見て，こち

らは辛うじて同じレベルを保っているとしても，比べ

て<TOGO>のメンバーは飛躍的に成長している。チ

ャイナシーからカウズウィーク，そしてアドミラルズ

ヘと，艇もワントンを経てツートンへと，ともかく乗

りこなして来た実績は，やはり大きなものである。今

回にしろ，風が無かったからとはいえ，四六時中宴会

を続けていたわけではなく，風のふれに合せたこちら

の新たなコース指示に,「服部はん’それは駄目や，ス

ピンがようカッコつかん，スピード出えへん」と真面

目な返事がコックピットから降りて来るのであった。

これは以前には覚えがなく，艇のポテンシャルを数値

的に確実に捉えてなければ，よういえんセリフであるく

当然に，どのセールで，何度のヘッディングで，マキ

シマム・スピードはと，会話も弾み，戦略ゲームの内

容は一段とレベルアップして来て，刺激的でさえあっ

た。また，これを可能にしたセール・チェンジは，必

然的にめまぐるしく頻繁であった。スタート直後の慌

しい程のスピン・チェンジで，最初からあまり飛ばす

と，クルーがへばらないかなと感じたが，これは余計

な危倶であって，以後のペースも少しも変らず，クル

ーのファイトとスタミナは見事なものであった。

その他チームワークも前回に増して居心地の良い

もので，若いスキッパーを中堅クルーが大事に引き立

てているのが，すがすがしく印象に残っている。通常

は，艇にも馴れ，それなりの経験を重ねて来るクルー

は，とかく腕だけではなく口先も達者になって，スキ

ッパーを悩ますものであるが,<TOGO>での5日と12時

間の間に，その様な場は皆無に近かった。これまた御

立派としかいいようがない。

ともかく，ガタついて追いまくられた数ケ月は，あ

っという間に過ぎて，レースは終った。

今思うと，もう一日か二日スタートが早ければ，

銚子沖で大型漁船を転覆させた低気圧と同行するはめ

になり，レース展開も相当に厳しいものになっていた

はずだ。そしてデッキも艇内も，どの様な有様になっ

ていたか。間違いなく，にこやかな宴会には程遠かっ

たろうと思う。わずかな日のずれで，状況はガラリと

変わり，事前にいくら資料を集めたところで，その日

その場にならなければ，如何ともしがたい，即ちヤマ

は絶対に賭けられないところが，沖縄レースの醍醐味

であり魅力なのかもしれない。

次は，はたしてどの様な風が吹<か。神のみぞ知る，

だ。その時は，おそら<<TOGO>に，またまた乗せ

ていただくわけにはゆかないと思う。今度はく光〉の

新艇で相まみえなくてはならないはずである。良き恰

好のライバルに成れるように<TOGO>での経験を役

立てたいと思う。

山田オーナー，寺山スキッパー，ボースンのチビや

ん，他クルー’それに特別ゲストであった135Eの若林

さん等，ホントにどうも有難う。

その｢1までお元気で，サヨウナラ。
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今年の沖縄レースの気象

株式会社海洋気象情報

馬場邦彦

宮内駿一

ヨット・レースの気象の良い悪いは風向と風力で決

る。風向は低気圧の進路で変り，風力は上層風の強さ

に支配される。これらの点を見るためにレース期間の

地上天気図と上層500mbの天気を図1の(ｲ)と(ﾛ)に示すく

◎地上天気図

図1(ｲ)の地上天気図を見ると，4月28日に1012mbの

低気圧が華南にあり，この低気圧は29日に台湾の北を

通り,30日には九州の南に1004mbに発達し,5月1日

には八丈島の東で998mbとなり,2日には北海道の東

に去っているが，次の低気圧がもう台湾の北に現れて

いる。この低気圧もまた発達しながら帆走中の艇の後

を追うかと思われたが，この低気圧は前の低気圧と異

なり速度が遅く発達せずに沖縄付近を通り，4日に八

丈島の南西に進んで衰えている。ここで28日に華南に

発生した低気圧と2日に台湾の北で発生した低気圧と

はどういう点が異なるかということが問題になる。次

は5月1日にバイカル湖の南に発生した二つの低気圧

が三つになったり二つになったりしながら北緯40度の

北側をあまり発達せず東進した。このため5月2日以

後の航路付近の風は図2の<RODEM>の記録に示さ

れるように南寄りの風が連吹して艇速は伸びたようで

ある。低気圧というと発達しながら北東に進むものが

多いが，レース期間中の僅か1週間前後の間に発生し

た低気圧の性格がどれも異なるのは何故かということ

になる。

◎上層風について

前回は上層風が弱いと風が弱く，低気圧や高気圧の

動きも遅いのでレースには向かないと言った。上層風

の強さという点で図1(ﾛ)の上層風を見ると，28日から

5月6日までの南日本の上層はいつも50kt以上の風が

吹きっづいていたので,レースに就いては悪い状態では

なかったと言える｡(強風帯の位置が30｡Nまで下がると

申し分ない）

◎低気圧の経路

レース期間中の低気圧の経路を示すと図3のように

なる。大別すると①と②のように日本の南を通るもの

(16）

と③のように北を通るものになる。しかし①は発達し

ながら北東進したが②と③は発達していない。これら
の違いは上層の状況によるものである。

◎①の低気圧と②の低気圧のちがい

4月28日と29日の500mbの天気図を比べると,日本海

中部と九州北部の気温はマイナス17度と13度であった

が，29日はマイナス23度と15度に下っている。つまり

寒気が南下したのである。このため九州南方の風は28

日より強くなっている。上層の風は寒気が南下すると

強くなり，風が強くなると低気圧は発達する。29日に

台湾の北に1012mbであった低気圧は30日には九州の南

で1004mbに発達したのはこのためである。次に29日の

八丈島と父島ではマイナス12度と9度であったのが30

日はマイナス14度と10度に下って，風は八丈島が西の

35kt,父島40ktに強まっている。このため低気圧は1

日に八丈島の東で998mbに発達したのである。

次に30日と1日を比べると，日本海側がマイナス18

度と20度であったのがマイナス20度と23度に下ってい

る。それで，八丈島から関東付近は西風が南西に変り

70kt位に強まっている。このため低気圧は東北東から

北東に進み，2日は北海道の東で990mbに発達した。

この時台湾の北に1012mbの低気圧が現れている。しか

し1日と2日の九州から上海付近の状況を比べると，

1日の九州は北西50ktマイナス13度，上海は西北西40

ktマイナス12度であったが,2日になると九州はマイ

ナス13度，上海はマイナス10度に上り，上海と九州の

南では風は15kt位に弱くなっている。これは寒気が本

州の東側に南下し，西日本から東支那海は寒気の後面

に入り気温が上ったためである。それで低気圧はゆっ

くり東進し，3日には沖縄付近に達したが発達してい

ない。更に2日と3日の上層を比べると，2日は八丈

島がマイナス18度，九州がマイナス13度であったのが，

3日は八丈島がマイナス14度,九州がマイナス10度に上

り，風も2日は50kt以上吹いていたのが30kt位に衰え

ている。このため低気圧は4日に八丈島の南西に進ん

だがこの付近で消えてしまった。そしてこの②の低気

圧が弱かったのでレース航路上の風はかえって間接的

に③の低気圧の影響を強く受けるようになった。

ダニ
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◎③の低気圧が日本の北方に現れる。

③の低気圧が日本の北方に現れたのは，日本付近に
あった風の強い区域が東方洋上に去り，3日の南日本

の風は弱くなっていたことが一つの原因で，もう一つ

の原因は，バイカル湖の北西方から寒気が南下しバイ

カル湖付近の気温はマイナス27度から33度で2日より

5～6度下ったことである。このためバイカル湖の南

側の北緯40度付近は50kt以上の強風帯が現れた。この

，
Ｉ
ｌ
ｌ
ｈ

／
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ため1日にバイカル湖南で998mbであった低気圧は，

3日は992mbにやや発達したが動きは遅くあまり進ん

でいない。これは低気圧の位置と上層の強風帯の位置

がずれているためである。低気圧の位置が強風帯の北

側になって風の弱い区域にあるため動きが遅く，この

後4日から5日にかけて発達しなかったのである。4

日の上層は中国北部からバイカル湖南東はマイナス27

へ
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<RODEMV>の航跡
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図2
35．－

ド

度から29度に下って，北緯

40度付近は70ktから90kt位

の強風が吹いているが，強

風域は低気圧の南側に下っ

ている。そして上層でもバ

イカル湖南東（満州西部）

が低気圧になり，風は低気

圧の周りを渦を巻いて吹い

ている。このような状態を

寒冷渦と言う。寒冷渦が発

生すると，上層の風の方向

は一定しないから低気圧の

動きは遅くなり，あまり発

達しない。4日以後の低気

圧の動きが遅いのはこのた

めである。低気圧の動きが

/qM
〆
ノ

d

畷
レ

《

〆

へ

／

／ 品

四L

〆
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遅いため航路の風は本州南

東洋上の高気圧から吹き出す南寄りの風が吹きっづき

帆走には好適な条件となった。

結論

(1)4月末から5月初めの日本付近の上層は，図4(ｲ）

のように北方の寒気と南の暖気の境目になって強風帯

となっている。この強風帯は真冬は南北の巾が広くな

り，南の端は北緯25度，北の端は北緯45度位に拡がり

風速も強く80ktから100kt位吹<が，一方夏になると

北糸調0度の北に上り南北の巾はずっと狭くなる。この

強風帯の北上が早いと昭和53年のように日本付近は晴

天がつづくが風は弱くなる。そして強風帯の下では低

気圧が発生発達するので風が吹くが，強風帯がないと

おだやかな天気になる。

(2)低気圧の発生は強風帯の南の端と北の端付近に多

い。①の低気圧は強風帯の南の端に発生したもので，

③の低気圧は強風帯の北の端に発生したものである。

(3)東西に走っている強風帯の所へ北方の寒気が南下

して来ると図4(ﾛ)のように強風帯は強まり，風の流れ

は寒気の東側は南西，西側は北西に変り，南西風の中

で低気圧は発達する。

(4)強風帯の位置と強さを見れば3日～10日位先きま

での天気の大勢は判る。そして強風帯の所へ北方から

南下する寒気に目をつけると1日～3日位先きの予想

は出来る。

＊強風帯は500mb～300mbで顕著に現れる。

,越鍛ぐく、や/、
、／／、ノノハ"、Tへ【ノl

図4(ｲ）晩春から初夏の強風帯〕E
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◎原稿募集◎

各水域の話題，失敗談，クルージング紀行，写

真,その他何でも投稿大歓迎です。送り先はNORC

本部事務局OFFSHORE係まで。

〆
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他艇が一緒だという安心感があり心強い。

こういった声も聞かれ，艇の大型化と共に参加人員も

増え，支部の底辺の拡大という目的も達せられている

ようです。又，女性の姿が目立つのも，五ヶ所湾レー

スならではのことです。

こんな具合で，レースは好評のようですが，パーテ

イーはレースほどいい話は聞かれませんでした。

表彰式が終り賞品をもらえば，ハイそれまでよとい

う雰囲気のようです。パーティーを楽しみにしていた

というレース初参加の女性は，「せっかくヨット仲間

が集っているのに内輪同志で楽しんでいるようで，想

像していたパーティーとは大違い」というきつい返事

でした。

帆走委員会では，レースよりパーティーが楽しくて

このレースに参加するという艇が増えるよう，実の有

るパーティーを企画し，五ヶ所湾レースを更に大きく

育てなければと痛感しています。

最後に，ヴイーヴル・オーシャン・クラブの泊地

並びに諸施設を提供させて頂き，心から御礼申し上げ

ます。
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五ケ所湾合同レースにあたって

東海支部帆走委員長山田邦彦

第5回五ヶ所湾合同レース

レース副委員長藤井正志

東海支部には，支部レー

ース3本，合同レース3本

の計6本と，シリーズ・レ

ースが2回計画されていま

す。参加艇数は支部レース

が10艇前後という貧弱さで

ある。おそらく登録艇は，

100艇近いと思われるのに。

その反面合同レースにな

ると，その数倍の参加とな

る。特に毎年黄金週間にスター

5月3日，今年も東海支部のビッグ・レースがやっ

て来ました。武豊～VOC,50元ｲを競うのだ。スプリ

ング・シリーズは毎年参加艇が少ないのに，合同レー

スになると多数の参加があるのはなぜなのかな。泊

地の武豊に回航する参加艇の方々には毎年満足してい

ただけるようにがんばっているものの，港内不備のた

め皆さんには本当に申しわけありません。今年気付い

た事一コミッティーの人員的内容の改善を来年はぜ

ひ改めてかからなければならない。今年もコミッティ

ーの人々を集めるのが大変だった。

いよいよ5月2日夜8時，衣浦ヨット・クラブのク

ラブ・ハウスにて出艇申告，艇長会議等の受付けを始

める。今年は出艇数42艇，帆走指示書の説明に入るが，

毎年,大王埼,麦埼等の定置網のクリアーにはいろいろ

のトラブルがつきまとう。ただ事故のないようにと祈

る。

5月3日午前3時。暗黒の衣浦湾に42艇のレース艇

がスタート時刻まで縦横に流す。SEの風5～6m・

浪，うねりをともなう中，各艇一斉にスタート。第5

回五ヶ所湾合同レースが始まったのである。第1の関

門，師埼水道。漁船も多くて，狭くて大変な所。知多

半島師埼を抜ける頃から夜明けが始まる。目を皿のよ

うにしてあたりを見廻すと，ライバル艇。あつ’横に

いた，前にいる。ホッとする人，ガックリする人。こ

の辺りからクルーの気持が一層ひきしまる。三河湾か
らいよいよ伊勢湾へ｡途中,ヨットの艇団が一列に連ら

色。持に毎年黄金週間にスタートする五ヶ所湾合同レ

ース（スプリング・シリーズ・レース4本のうち，オ

フショア・レースとして組込まれている）では，一時

艇数が減ったものの，今年は42艇という大レース艇団
となった。どうやら支部1番のビッグ・レースとして

定着したようである。参加艇が多い事は成績を別にし

ても，レースの醍醐味が楽しめるのは勿論，このレー

スに出ればあの艇も来る，この艇も来る。そして誰々

が来るというのも魅力になっているようです。

参加者の話を総合してみると，コースが湾内から外

洋の50マイルと適当であり，時期がよいこと，帰路に
波切，的矢，鳥羽等寄港地があることと，クルージン

グ指向の人。又，レース派の人にとっては，強風から

微風風向も変化が期待でき，神島西，定置網とナビ

ケーションも大切な事。毎年の気象の変化も激しく，
速い記録は，合同レースとなる前年の6時間53分，遅
い方では，第2回のタイム・リミットまでの13時間に

40艇中，3艇のフイニッシュというのがあります。

外洋が初めての人は，自分1人だと不安を感ずるが，

幻堅
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なって走るのを，漁船のおっさんがビックリした様子

で見ていた。伊良湖No3ブイのチェック・ポイントを

かわす頃から，神島の暗礁地帯にかかる。非常に危険

な所である。無事故でクリアしてほしいと願う。風が

変り，各艇，スピンを揚げるが徐々に風が落ち始める。

暑い。夏のように暑い日だ｡(家に帰ってから私の鼻の

皮が剥がれてしまった｡）

的矢湾入口から定置網が多くなる。日頃，きたない

海しか見ていないので碧い海が眩しい。風が一段と落

ちる。スピンがパタつき始める。神経戦のレースにク

ルーはトリム作業を強いられる。暗礁が到るところに

ある難所の布施田水道，本船のラッシュだ。各艇，必

死にスピン・トリムする。フィニッシュ・ラインはも

うすぐだ。

屹立した五ヶ所湾入口が段々とハッキリ見えて来る。

スタートして10時間になろうとしている。恒例になり

つつある，風の振れ易い五ヶ所湾入口。正念場だ。コ

ースの取り方次第で順位が変る。ゴミッテイー．ボー

ト確認。トップ艇がフィニッシュ｡12時30分40秒，所

要時間9時間30分40秒であった。その後，続々とフ

ィニッシュする。次第に風が落ちて来る。タイム．リ

ミットが気になる。後続グループの差が開きすぎてい

る。どうしても全艇フィニッシュしてほしい。最終艇

は実にタイム・リミット10分前であった。40艇が完走

した。

機走でVOCの桟橋に向かいながら周りの景色に見

とれる。何遍来ても素晴らしい。鳥羽のイッキグルー

プ,KSCの林君達と数名で修正タイム，順位の計算。

パーティーの支度をいそぐ。

表彰式，〈アイビー2〉の素晴らしい走りの結果，総

合優勝。クルーの陽に焼けた笑顔が印象的であった。

〈シロート〉の女性クルーからトロフィーを手渡して

もらう。この女性は美人であった。(確実に，ネッ坂谷

ちゃん.'｡)盛況の中にパーティーも終る。但し食べる

物が大変少なくて失敗。来年への教訂||にしよう。去年

に続いて今年も桟橋パーティーをやろうとの話がまと

まり,VOCにお願いする。去年はさわぎすぎて桟橋

を破損してしまったつけ。今年も飲みすぎ騒ぎすぎで，

ノドをはらしてしまった人がいたとか。

まぶたが下って来る。もう寝よう，素晴らしい夢を

見ながら。まだ桟橋では宴会の真最中，人々の声が耳

に入り込んで来る。いつのまにか寝入ってしまった。

気がついた時はウグイスが鳴くすがすがしい朝であっ

た｡

レース参戦記

アイビー2加藤俊二

実は，このレースにたった1つだけのミスがありま

した。前夜の艇長会議は遅刻。本来ならダメでしょう

マストが林立したヴイーヴル・オーシャン・クラブの泊地

丘ヶ所湾合同レース表彰式。カップを持っているのが加藤氏

ね。というのは，早目に衣浦に来たのですが，クルー

の山上君の家でちょっと大要会。それでうっかり時間

を間違えてしまったのです。しかし，こうして総合優

勝させていただくに当たり，今後気を付ければと気を

引きしめております。

5月3日午前2時頃，周りの騒音にふと目がさめる。

アシ.〃レースだ.〃

酒の酔いも残る中，出遅れてはならぬと，急いでエ

ンジン・スタート，やっとの思いで本部船を見つける

が，リミットが何なのか解らぬまま10分前の合図，こ

うなっては，といつもの本部船横ウロウロスタートの

形をとる。こんな時，小さい船は便利だなあとつくづ

く感じる。

こうしている間に，スタート3秒程遅れ，最上にも

く、り込み，グッド､・スタート，即タック。でもあまり

スピードが出ない。〈ナルミ〉が上を､､ガンバレヨ″と

抜いて行く。本部船からも誰かが､'アイビーガンバレ'′

と。本当にありがとう。これからも皆さんにかわいが

っていただける艇でありたいと思っています。

さて，天気予報も，ややはずれ気味の星空の下，軽

風のリーチングを何とかトップ艇を視認できる位置で

！
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いよな'′とスピンを探す。ここからはトップ集団にせ

まったり，離されたりしながら比較的楽なレース展開。

やがておだやかな五月晴れの中，特に離されもせず五

ヶ所湾へ。

ここからが一番きつかった。どうやって湾のコース

を取るか，全員ああでもない，こうでもないと話すが，

結局，ダイレクト・コース。微風で我々もいらだつ中

で，トップ艇のゴールインを視認。皆で､､何とか1時

間以内に入らなければ'′とワイワイ。

自分達が余り走ってないと，やたら後ろの船団が気

になるもので，後ろのスピンの開き具合を気にしなが

らも少しずつゴールに近づく。

フィニッシュ15分位前であろうか，陽に焼けた素肌

に感じる，感じる，さわやかな風だヨ。このさわやか

さんに乗って，我くアイビー〉はフィニッシュ。本部

船より、‘アイビー18位，クォーターでトップだよ'′と。

全員一安心。すると少し欲が出て来て、､何とかいい線

にいくのではないか'′とか,、､何とか1，2，3位に入

れるかな'′とか多分に期待をして，ヴィーヴルのハー

バーヘ着く。そそくさととりあえずビールで乾杯。

こうなってしまえば，後は飲むだけ。しかし，メンバ

ーのうち2人が帰った為，何となく意気上がらず。狭

い船の中でゴロ寝。夕方コミッテイーの人から,､Yアイ
ビー〉1位だよ″と聞いた時は，ヤッタ〃思わずニ

ヤッ。今回はほんと，心から楽しい航海でした。

皆様，本当にありがとうございました。

又頑張ります。

第5回五ケ所湾合同レース成績表

順
位
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番号 艇名 所要時間 修正時間「CF
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１
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一

走り始めると，だんだん風が強くなる。

師崎あたりでは，我艇にはややきつめの風。しかし，

今日は大丈夫｡今回は三河湾の水先案内人,〈パンダ>の
杉浦氏が同乗しており，女の子供を1人加え，5人乗

りである。荷物も降ろす暇がなく，たっぷり船に乗っ

ている。多少吹かれても大丈夫なのです。

師崎を過ぎる頃からだんだん明るくなり，風も又落

ち始め,NQ3ブイの手前頃には，後ろの大型艇の皆様，

本格的に目がさめたのか，次々に抜かれ，10艇位抜か

れて一段落。周りには，ハーフトンの皆様。何とかく

っついて行かねばとこちらも必死。遠くのトップ艇団

のセールが変わり，やがてスピン・ラン。風が西へ南

へとふれ，とりあえず岸に寄る。微風でチョッピーな

波，我艇には不利な条件だが，何とか先行艇に遅れず

について行く。皆の話,､､まさか前にクオーターはいな

西内海水域だより

第13回別府レースを終えて

西内海支部事務長内谷新太郎

別府の湯に入ろうと始まった別府レースは,本会で13

才の年を数え，参加艇16艇，97人の参加人員で一応盛

会裡に終えました。

本レースは，別府に西内海支部の艇が集合して，和

(22） （イラスト：柳沢昭子）
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電、

駅 4彌患蝋故
竿罐‘

錘。

”ユニ“～鋸．､茅‘．“.“､雪。鑑･・

5月4日，レース終了後,<はやて〉の内谷西内海支部事務長 5月4日,<国士無双>三坂氏へ,岩田支部長より優勝杯の授与

気あいあいに，お祭をしようと始まり，当初はセンタ

ーボード艇もあつめて始まりましたが，最近ではハー

フトン以上が多数を占めて，クォータートン以下の艇

は参加が少なくなり，ここ2年はCクラス（ミニトン）

の参加がありませんでした。又8回～9回（昭和50年

～52年）は30艇を越える参加がありながら，以後参加
が減少し，昨年は16艇，本年は15艇。と・うしてこうな

ったかの問に，レースが一本調子で面白くない，風が

なくノー・レースが続いた(昭和50,51年),53年は％が，

54年は蕗の艇がDNF｡オリンピック・コースを1本

加えては，別府からの参加がないなら他の場所で新し

いレースを始めては，との意見がありましたが，一方

伝統を守ろうと，昨年度総合優勝艇のくプチ〉の松本

さんがくめひか>の河村さんと共にコミッティーを引受

けて下さり，回数を重ねることが出来ました。

5月3日,NHKテレビ・ドラマ「鳩子の海」の舞

台になった山口県能毛郡上の関町福浦港に，正午から

16時にかけて,16艇のレース参加艇とコミッテイーが集

結。14時より受付。17時より艇長会議にて,4月0時

に長島南沖Nol浮標F1.5secスタート。別府港NQ4

F1.6sec間39マイルとし乙途中3ヶ所のチェック・ポ

イントのあるコースを設定しました。

続いて17時15分より，レセフ°ションが，福浦集会所

にて始まりました。開会宣言の後，支部長岩田行史氏

の挨拶。艇長会議に，ライフ・ジャケットを着装しな

ければならないのかの質問に対して，やぽな質問をす

るな，つけるのが当り前だと本年3月に起きたくビッ

ク．オクラル〉の事故を例にとっての説明は，説得力

がありました。3日2000の出港の時，ライフ・ジャ

ケット及びハーネスを着装したクルーが多かったのは，

支部長の本年も無事故に終えようとの意志が全員に伝

わり，協力を得られたのは幸いでした。続いて地元上

の関の役場より久賀様,徳山海上保安部巡視艇｢わかな

み」の船長須長様の挨拶をいただき，別府フリート事

務長油布正典さんの音頭にて乾杯。なごやかに懇談に

入りました。艇の紹介に移り，その中で，〈美美〉のオ

ーナー金井さん親子5人の参加が印象に残った方が多

かつたようです。又この席でミス別府レース賞の表彰

式がおこなわれ，4人の女性参加者全員に参加賞が贈

られました。本年は特にレセプションだけにと，徳山

セーリング・クラブより，布田,入江両氏が参加されて，

盛り上げて下さり，主催側として喜ばしい前夜祭であり

ましたが，レースにそなえてか，中座される方があり，
残念な面もありました。

4日0000,心配された雨もなく，視界も良好。4～

5mの南東の風の中をポート・タックで，全艇スター

ト。チェック・ポイントNQ1(宇和島南東F1.6secNo.

4）浮標に向う。ここまではクローズ・ホールドで全

艇タックを入れて，1時～2時にかけて廻航。又徳山

海上保安部の巡視艇「わかなみ」が警戒に当ってくれ

た。チェック・ポイントNO2～NQ3の間16マイルは風

が強まり，波も出てきたが，クォータートン艇もそれ

ほど走りにくい風波ではなかった｡Nb.2ポイントをフ

ァースト・ホーム艇く美美>が3時50分，優勝艇のく国

士無双〉が3分おくれで通過。中位にいる艇はトップ

からビリまで視界にあり，一生懸命，セールをライト

で照らして，すこしでも前の艇に追いつこうと，デッ

一

､へ
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第13回別府レース成績表
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２
７
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国士無双
プチ

美美

アクァベル

はやて

ブルーミスト

カイミロア

，ノノレーノノ
ー中11ノ→

ChargemCharge

安芸5世
マルガリータ

ウインアキレス

閾将

トライニタス

やしろ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
吃
Ｂ
Ｍ
喝’
,ティーめひか

クラスA①位く国士無双〉クラスB①位くプチ〉
②位く美美〉②位くはやて〉
③位くアクアベル〉ブービー賞くトライニタス〉

ファース‘卜・ホーム賞く美美>，岡本ヨット賞くブルーノ
ア>、コック賞くやしろ〉最遠地賞<ChargctoCharge>

奎
賞

へ

トピー卜した面白いレース展開となった。チェック．

ポイントNQ3付近で風が弱まり，逆潮となって回航に

やや時間がかかったものの，再び風の恵みを受けて，

0732〈美美〉が平均5.2ノットでファースト・ホーム。

ブービー賞のくトライニタス〉が平均4ノットで，

0956フイニッシュ。全艇無事故でレースが終了しまし

た。

表彰式は13時半より，別府ヨット．ハーバーの防波

堤の上で予定を5時間半操上げて行ないました。別府

フリート松野キャプテンの挨拶，レース委員長河村氏

の成績発表の後，支部長より入賞艇に賞状と賞品が手

渡され，最後に岡本ヨット賞が，－実はこれが一番

豪華な賞,1,,11（？)－これをどうするかということにな

り，まず入賞艇とその他の賞をもらった艇を除外。次

にレセプションを!':1座した艇に遠慮してもらい，〈安

芸5世（岩田)>，〈マルガリータ（小城)>，〈ブルーミ

スト（城)>，〈ブルーノアⅡ（尾上)〉の4艇でジヤンケ

ンで決めることにし，結果くブルーノアⅡ〉の尾上氏

に決まり,14時に終了しました。

優勝艇く国士無双〉のクルー

別府レース優勝の記

国士無双辻文治

今年の別府レースは山口県上の関スタート，別府フ

イニッシュの，約39マイルを，出場艇15杯で戦いまし

た。

我々〈国士無双（ピーターソン％）〉は,Aクラス

1位総合優勝と艇名に恥じない成績で，スキッパー以

下全員ほっとしているところです。……と書きました

が,本当は皆大喜びなのですが,照れ<さいのか，バカ
騒ぎしたいのを必死で押えているのが，真実なのです。

私自身も上の関でスキッパーの三坂さんに「今年はひ

ょっとすると，これはひょっとしますよ」と冗談半分

に言った事が事実となり驚いています。というのも，

レース前上の関で麻雀をしていて，三坂さんが最後に

国士無双を振り込んだからです。

レースは5月4日0000,スタート、風向南南東，風

速10ノット。〈美美（エリクソン39）〉が，サイズに物

を言わせて先行しましたが，我々もスタート30分後に

は，艇群を抜け出し，〈美美〉を追う格好となりました。

あとは少しでも離されないように，艇を滑くらせるだ

けです。風は少し東へ振れているが，風速は10～12ノ

ットでコンスタントに艇速5ノットを維持していまし

へ

西内海支部では毎年5月の連休に，このレースを行

なっています。別府ハーバーの近くに市営の竹互温泉

があり入湯料50円，又砂湯600円で営業されています。

是非貴艇も一度，瀬戸内海の航海を計画され，一度お

越し下さい。，

(24）
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た。午前3時すき・に風速15ノットを越え，ヘルムがき

つくなったので，ライトからヘビー・ジェノアに交換

しましたが，しかしすぐに風速が戻り，またライト・

ジェノアに交換しました。風の振れに合わせてトリム

を調整するだけで，艇はラム・ライン上を順調に走っ

ていました。

夜明け前，先行のく美美〉が大分市寄りへと，ラム

・ラインから南へ突っ込んで行った｡それを見てスキッ

パーの三坂さんが，ナビゲーターの中尾さんに，「<美

美〉はどうなつとるんじゃ？」，「おまえコースを間連

っとるんじゃないか？」と不安そうな顔で聞いたので，

「お前は何年一緒にやっとるんか｡｣と中尾さんが怒る。

そんなやりとりが終った頃，今度はく美美〉がラム・

ラインより北へ大分空港の方へとどんどん走って行<｡

〈美美〉は別府湾港の灯浮標が判らず，ウロウロして

いるのでしょう。中尾ナビゲーターの信用はこれで回

復されたのでした。別府湾口の手前で，スターカット

・スピンを上げましたが，風がふれまた風速も落ちた

ので，ライト・スピンに交換しました。しかし風速は

どんと．ん落ちて来て，とうとう無風状態となりました。

約2マイル後方のくプチⅡ（ホランド％）〉とくアク

アベル（ヤマハ30）〉のスピンがまだつぶれません。

誰かが「おい，〈プチ〉を何分離せば逃げきれるか？」

「え－と，うちが0.7269で，プチが0.6913だから，引

くと，う－ん｡」と，こんな返事で，引算の答がなかな

かでません。スヒ。ンを降しジェノアを上げ，またスピ

ンを上げたりしているうちに，風が吹き始め，なんと

かフィニッシュ出来ました。

〈美美〉とは修正で8分，〈プチⅡ〉とは45秒差で，

なんとか総合優勝のカップを手に入れることが出来ま

した。

最後に今回のメンバーは，三坂，中尾，岡田，川本，

荒西，溝垣，辻の以上7名でした。明日は祝勝会を

する予定です｡(5月8日記）

、

両
試み1

怪皇』

『輪
g＝

一堂~霊
一】

委星
呂雪ノ玄海

だより

皇＆

玄海ウイークを終って
~＝

レース委員長末松明

玄海支部主催の超目玉レ

ース、､アリラン・レース'′

が1年おきである為，その

間の年のレースとして企画

された、、玄海ウイーク'′も

今年で4回目を迎えた。ク

ルージング，外国観光旅行，

レース，と3つの要素を含

んだアリラン・レースと比

べて，ただレースのみに1

週間を費やす玄海ウイークは，週間を費やす玄海ウイークは，クルーの質数の問題，

その他の事情で今回エントリーが15艇といささか物足

りなさを感じた。しかしそこは自他共に認めるレース

艇ばかりが集まり，レース委員会としては中味の濃い

レース運営ができたと思っている。

出場艇の主だった顔ぶれは，ファースト・ホーム・

ゲッターとして活躍するくジグザグ(FAR-1160)>・レ

ース直前に進水し優勝をねらうくプラウドメアリー〉

(TAKAI告ﾄﾝ)。新メンバーを加えくプラウドメアリ

ー〉をおさえんとするくプリンプリン(NIC30)>・クオ

ータートンながらハーフトンと肩をならべて走るくクォ

ーターアップル(HOL26)>･タクテイクス，トリム

に卓越した技術を侍つくマンタ(PAST)>・軽風強風

共に常にトップ・グループにいるくネオアンタレス(F

AR727)>･根性,ファイトのかたまりくピクニック(DO

U26)>･快走するもののレーテイングが大きい為，修

正ではいつも涙をのむくアポロニア(DOU33)>と，

〈ホットスパー(FAR920)>・スプリング・レガッタ

優勝の余勢を駆って上位入賞をねらう主(私)なしの艇

くヴァンガード(DOU30)>,その他である。

､へ

玄海ウイーク成績表

合
点
師
％
％
％
あ
あ
％
％
娼
咽
９
％
８
７
６

総
得
別
調
調
塑
酪
８

ス
点
％
叫
脳
吃
４
ｌ
ｍ
２
ｌ
ｌ
ｌ
６
８
｜
一

存
得
肥

顯
軸
ｌ
３
２
４
８
ｌ
５
９
ｌ
ｌ
－
７
６
ｌ
ｌ

ス
点
岨
８
９
ｍ
５
１
％
４
’
３
２
’
’
７
６

－
号
吃

・
レ
ア
ク
ロ
イ
ｊ

熱
馳
２
５
４
３
８
２
１
９
｜
ｍ
ｎ
－
－
６
７

１

入
点
９
％
’
４
６
７
’
３
８
５
２
１
｜
｜
｜

吟
得
ｍ

３
ｊ
第
凋
２
１
ｌ
７
５
４
ｌ
８
３
６
９
ｍ
ｌ
ｌ
ｌ

ス
点
９
％
ｌ
６
４
８
ｌ
３
７
５
２
’
’
’
’

一
号
０

‐
し
〃
■
４
４
毛
Ⅱ
且

燕
紬
２
１
０
５
７
３
’
８
４
６
９
’
’
’
’

１

ス
点
形
哩
％
％
６
９
｜
兇
’
’
３
％
｜
｜
｜

し
得
、
旧
７
４
１

１
ｊ
第
澗
３
２
１
５
６
４
’
７
’
’
８
９
’
’
一

順
位
－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
川
Ⅱ
吃
四
Ｍ
咽

艇名

クォーターアップル

プラウドメアリー

プリンプリン

マンタ

ピクニック

ネオアンタレス

ワイルドダック

ヴァンガード

アルフィ

鳴海屋丸

アポロニア

ホットスパー

NOMBIRIYA

ホンキートンク

十三海の会

第1レース4月26日1800スタート。コースは小

戸→相の島→小呂島→烏帽子島→小戸｡65耐ｲのショー

（イラスト：柳沢昭子）
(25）



昭和55年6月15日第62号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

スタート・ラインにむかう優勝艇くクォーターアップル〉

卜・オフショア・コースである。エントリー10艇。微

風の中ポート・タックで博多湾をぬけ，志賀島をかわ

すとスピンを揚げ相の島に向う。相の島廻航あたりか

ら風が落ちはじめ，やがてベタ凪となってしまった。私

はヨット・ハーバー内のレース本部に詰め，無線で各

艇の様子を聞いていたが，艇速が伸びずかなり苦労を

強いられるようだ。0300,<ホットスパー〉よりリタイ

アの連絡を受ける。トップ艇はまだ小呂島にたどりつ

いていない模様。この頃より風が吹き始める。0730,

〈ジグザグ>から博多湾入口付近との無線がはいる。速

やかにコミッテイー・ボートを出しフイニッシュ・ラ

インを設定し,待つこと約1時間。

小雨の中をくジグザグ〉がファースト・ホーム，所

要時間14時間54分15秒。更に約30分遅れてくプリンプ

リン>，〈プラウドメアリー>，〈ネオアンタレス〉の順

でフィニッシュ。

第2レース4月29日1000スタート。オリンピッ

ク・コース。東の風でスタートしたが，だんだん北に

風が振れて，2回目の上りのレグは完全にポート・タ

ックの片上りとなってしまう。〈プリンプリン〉はマス

ト・トラブルでリタイア。第3レースも出場無理との

事。優勝争いから大きく後退してしまう。〈ジグザグ〉

が又もやファースト・フィニッシュ。所要時間1時間

32分10秒。続いてくプラウドメアリー>，〈ネオアンタ

レス>，〈マンタ〉とフィニッシュ。

第3レース1330スタート。スタート時，北東の

風だったのが，しばらくして北に変わりやがて北西に

なってしまう。この風の振れをうまくつかんだ艇の順

に上マーク廻航。〈ジグザグ>，〈マンタ〉は大きく遅れ

をとる｡<プラウドメアリー>が1時間14分50秒でファー

スト・フィニッシュ，以下くジグザグ>，〈ネオアンタ

レス>，〈アポロニア〉と続く。上マークを最後に廻航

したくマンタ>はその後，目を見張る走りを見せ8着で

フィニッンュ。

(26）

第3レースまでのポイント合計は,1位くプラウド

メアリー>’2位くクォーターアップル>’3位くネオ

アンタレス>の順。〈プリンプリン〉はリタリアがたたり

7位に後退。

第4レース5月3日1000スタート。コース，象

瀬→玄界島（反時計）インショア・レース。このレー

スより新たに3艇参加。昨年の覇者くホンキートンク

(NIC30),前回玄海ウイーク優勝艇く十三海の会>･そ

れにいつも､ノツない走りを見せるくワイルドダック

(DOU30)>,又も南よりの風｡軽風の中，象瀬を廻航，

全般スピンを揚げて玄海島へ向う。玄海島廻航後風が

西へ90.ほど振れ,この振れをうまく利用したくワイル

ドダック〉はくジグザグ〉に続いて2位でフイニッシ

ュ。以下くプリンプリン>，〈プラウドメアリー>，〈ホ

ンキートンク〉と続いてフィニッシュ。

第5レース5月3日1700の艇長会議に続き，

90瓦ｲ，ロング・オフショアのスタート。1830,夕凪の

中，室津から参加のくのんびりや(Y33)>を加え，

10艇がスタート・ラインを切る。微風に加えて，博多

港特有の風の振れを計算に入れ，リミット・マーク寄

りのスタートを切る艇が多い。スタート直後の風の振

れと同時に全艇がスピンを揚げる｡アビームからクォー

ターの風を拾いながら玄海島東側を目指す。博多湾を

抜けて，やや風が吹き出すも，波はなく，バウで切る

波に夜光虫が光って，セールまでその光が白く輝いて，

しばし，その美しさに目を奪われる程だった。沖の島

の手前約15マイル程から，軽風，順風としだいに強ま

り，波も出てくる。アビームからリーチングに風が変．

った為，ランニング・スピンからリーチング・スピン

やジェノアに変える艇も見える。沖の島廻航して次の

マークの烏帽子を目指す。トップ.と最終艇は約3マイ

ルほど離れているようだ。烏帽子の手前の小呂島付近

で風が落ち，スピンを上げたり，ライトを変えたりす

るが，艇速伸びず。

5月4日0100～0300烏帽子を回航し博多湾へ向うc

〈のんびりや〉と交信し，かなりの艇がすぐそばにい

て,どの艇がファースト･ホームするか見当がつかない

との事。フイニッシュ・ラインを設定し，待つうちに7

～8艇がかたまって見えてくる。〈ジグザグ>，〈プリ

ンプリン>，〈のんびりや>，〈プラウドメアリー〉の順

にフイニッシュ，わずか3分の間に4艇フイニッシュ

し，更にその後に4～5艇がみえる。

ここまでくると，興味は，総合優勝はくプラウドメ

アリー〉か，それともこのロング・レースでくクォータ

ーアップル〉が逆転するかという事になってくる。コ

ミッティー・ボートの中で修正時間を計算する。微風

の中，〈クォーターアップル〉が約3分の修正タイムの

差をつけフィニッンュ。この時点でロング・レースの

優勝と玄海ウイーク総合優勝はくクォーターアップル〉

白

へ

夕堅
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第3回大島・神子元島レース

レース委員長細"｛存
に決定した。

終始微風と軽風の中，レースの寝ごとに神経

戦になって，クルーの顔には疲労の色がかくせ

ない。例年ならば南風一雨一北の強風とだいた

いの天気のパターンがあるのだが，今年は雨も

小雨程度で，北よりの風もあまり長く吹かずじ

まいに終った。しかし事故報告もなく，無事全

レース終了できた事をうれしく思うと同時に，

もっとエントリーがあれば更に盛り上ったレー

スができたのにと少し残念にも思っている。来

年のアリラン・レース準備にこれからとりかか

る訳だが，1艇でも多くのエントリーがある事

を願っております。

総合

順位

ル
ロ
巧

七
番

クラス

順位
艇名 所要時間 修正時間TCF

hm詩

BIGAPPLE22－56－53

GEKKOⅥ23-02-48

雲柱24-OI-28

GEKKOV24－OO－39

BBⅢ24-49-49

SOLTAS26-17-13

祥鳳26-39-58

飛車角Ⅱ36-ll－13

KARASU26-21-28

NIMBUS227-21-44

MELRUZAV27－l7－52

DOLLYI30－l5-06

POINCIANA30－28－03

COUNTRY－BUMⅢ31－24－20
b

AZUSA34－56－28

CHINAMIⅢ36－l5-l7

CHUBURINKOV38－l5－24

ACADEMYⅡ40－06－印

ADLERDNF

HIPPODNF

TORNADOIlDNF

BUNBUN30－11－22

hms

l9－21－l7

1844－29

19－28－l8

19－48－14

19－59－18

21－12－29

20－27－10

26靴5-49

19-19-41

19-53-22

19-54－00

21－41－43

2240－56

22－57－49

25－21－36

26－21－12

2743－42

28靴8－49

②
①
３
４
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２
①
２
①
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③
５
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１
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１
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４
６
２
２
３
１
０
９
２
３
０
７
０

９
０
１
０
４
０
８
１
０
０
６
９
８
０
２
９
７
１
１
６
９
６

２
４
６
０
０
０
０
６
６
０
４
９
２
３
２
３
２
９
９
９
８
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
１
１
１
１
２

③
①
４
．
５
８
ｕ
９
Ⅳ
②
６
７
亜
唱
皿
晦
肥
肥
蛸

５
２
５
８
０
８
０
６
３
９
０
１
６
２
８
９
８
３

６
３
０
４
５
６
７
９
３
６
９
７
２
１
５
６
４
８

４
１
１
２
０
０
６
３
３
２
２
１
２
３
２
２
２
１

８
８
８
８
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
１
３
４
５
７
６
８
１
２
３
５
６
７
８
９
ｍ
皿

（
、

訂正：第61号12ページ,1980年初島レース成績

表中,(2299)BIGAPPLEのクラスⅡの2位

を，クラスIの2位に訂正します。
Ⅵ④ 0．6970121幻2－31 10 4

第6回サントヒア・オレンジカッフ・レース

第1レース 第2レース 第3レース 第4レース 総合
Ⅱ
ノ
４
訳

Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｊ

七
番 雑 禍 TCI |,i,#;l｣順

ｲーbF
l_ノー

順
位

ｐ
ｆ
１
ｔ
“
ロ

ノ
ー
上
Ⅱ
●
Ｍ
Ｙ

Ｉ
１

■
１
１
、
ず
ｆ
ロ

川
ｆ

IlIi
fIP

1－1L所婆時''''|
◇
Ⅱ
盛
Ｊ

グ
ロ
ー
Ｉ 所要時旧’ 所要時|川

占
岬

山
寺

戸
イ
ー 絆,点 所嬰時間 得‘点 i｛卜‘','､i

菊水

ゼファー

ビートル

コテルテル

モーラン

カタリナスペンャル

ハンドスパン

ベンカ"ル

ストーミーペトラル

エバーマウント

ミスターシ､ヤンボ

クリスティーヌV｜

イントルーダー

ンェロニモ

フロンコ

トップオブザモーニング

TOUMEI

イブV

又剛

st、アポロニア

カリーニョV

アンドモア
ざ屯qql

ノ、ンエァ

バィバィチヤッピー

千世Ⅲ

ウイザード

Mr,グーフィー

甲龍V

カリブJr、

マイルドファイブﾞ

サンボーイ

某Ⅲ

トワ

ブIﾉﾘｱﾝﾄ

ｵｰビァンカ

９
０
０
７
０
１
４
５
０
３
１
０
８
８
４
０
６
８
９
８
０
０
４
９
０
３
８
９
３
８
０
９
１
８
９

１
９
４
５
３
０
０
２
０
４
０
４
４
４
２
８
０
４
８
７
４
５
２
９
６
３
５
１
４
５
２
６
０
４
５

８
２
５
２
５
３
２
３
６
３
３
５
２
２
９
２
１
２
４
８
５
１
９
６
５
３
７
８
８
２
６
２
３
２
９

６
７
７
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
６
７
７
７
７
６
７
７
６
６
７
７
７
６
６
７
７
７
７
７
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
３
２
９
０
７
３
１
７
７
８
９
３
６
７
１
８
２
６
７
４
３
２
３
９
８
４
９
０
８
０
３
８
３

２
５
０
４
５
３
４
５
５
２
３
５
０
４
２
３
２
１
３
２
３
０
２
５
２
０
３
４
５
２
４
０
１
３

斗
俳
排
計
排
外
俳
罹
俳
群
俳
罪
俳
牛
排
排
俳
排
し
俳
牛
俳
罪
ふ
か
眠
俳
排
詐
恐
詐
Ｑ
野
牛
心

も
到
剖
も
丑
到
も
灯
心
３
Ｊ
乱
２
５
名
も
む
５
毛
Ｊ
２
Ｊ
２
２
Ｊ
Ｊ
幻
も
乱
乱
Ｊ
Ｓ
Ｊ
４
型

２
３
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
３
２
２
２
３
２
２
３
２
３
２
２
２
２
３
２
２
２
２
，
３
２
３

０
４
２
１
７
９
週
６
５
肥
２
泌
詑
型
妬
Ⅳ
諏
那
泌
記
皿
訓
叩
４
ｕ
３
釦
翠
陥
旧
８
｜
調
虹
詔

２
３
１

ｘ
‐

焔
２
劉
調
酌
幻
調
釦
訓
出
弘
喝
４
哩
訓
四
９
加
皿
８
浬
６
泌
犯
謁
粥
５
Ｍ
訓
面
調
０
７
略
３

DNF

1FーFーF~

l－DO－Oイ

1－49－03

1－20－14

1－35－5(）

1－45－03

1－41－()3

1-24-3()

1－31－5(）

1－52－23

1－35－3(）

1－28－4(）

DNF

2－02－l5

DNF

DNF

l－54－41

1-56-42

1－33－33

DNF

l－38－56

DNF

DNF

2－00－47

1－50－02

1－37－05

1-40-56

2－03－00

DNF

l－53－28

1－30－3()

％

１
哩
灯
調
妬
認
溺
誕
調
鴫
訓
犯
ｌ
油
１
１
加
皿
調
１
型
ｌ
ｌ
ｍ
Ｍ
”
塑
喝
１
略
訓
０
肥
吃
１

岼
昨
却
証
唖
岼
郡
郡
唖
岬
唖
認
卸
唖
岬
繩
認
岬
皿
挫
岬
岬
卸
獅
郡
岬
昨
郡
圃
皿
郡

Ｄ
Ｄ
幻
剖
Ｂ
２
ね
丑
訓
心
も
心
心
Ｊ
Ｄ
心
も
Ｄ
心
丑
５
，
℃
巡
る
巡
り
り
む
毛
毛

５
３
４
５
５
４
４
６
４
５
６
６
５
５
６
６
４
５
４
４
４
６
５
６
４

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

５
５
％
５
５
５
５

０
４
７
鋤
嘔
哩
幻
理
師
柳
妬
測
、
吃
誕
０
９
塑
錦
喝
鏥
賜
妬
媚
６
媚
詔
訓
詣
肥
皿
０
３
四
１

２
２
８
１
８
６
２
２
４
４
２
２
８
２
６
２
８
８
２
６
４
６
２
２
４
４

１
１
２
１
４
１
５
７
８
４
１
４
３
０
１
７
８
１
２
６
８
１
０
９
６
３
１
９
２
８
６

２
４
３
２
２
３
３
１
３
２
１
１
２
１
１
１
２
３
３
２
３
１
３
３

34

33

19

2

11

8

13

6

5

14

3

10

30

27

22

25

24

26

15

28

9

31

12

①

18

4

23

17

16

21

7

35

29

20

32

５
５
巧

２
７
３
３
汁
６
２
９
９
９
２
７
８
７
６
２
８
８
７
５
９
４
１
７
２
９
９

。
Ｄ
④
ロ
。
り
む
①
。
“
。
ロ
“
■
ロ
●
申
。
〔
院
Ｕ

８
９
１
０
４
３
０
３
５
７
０
８
８
４
７
７
６
６
４
３
０
１
３
０
１
７
６
６
８
７
１

１
１
７
４
０
１
０
２
３
８
４
０
２
４
５
４
５
４
８
４
１
２
０
４
７
３
５
７
７
、
５
１

１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１

１

３

｜
霊
鵬
２
９
吃
叩
１
６
釦
５
３
｜
溺
一
一
応
型
７
｜
皿
一
一
Ｍ
皿
８
喝
翠
一
曲
４
｜
〃
麺

｜
訓
郡
吃
郵
５
賜
鵬
８
６
３
７
郡
調
Ⅳ

｜
卿
鯛
認
叫
卵
出
舵
調
駝
帥
郡
砺
鞭
皿

９
０
３
７
１
７
６
１
０
０
４
３
９
１

０
３
０
１
３
１
４
２
３
３
２
４
３
２

９
８
７
８
７
８
７
７
７
７
７
８
８
８

｜
｜
略
１
６
Ｆ
皿
４
３
露
９
賜
塑
郡
一
吃
酌
一
窃
皿
ｕ
｜
舶
２
噛
７
－
泊
８
詔
５
｜
”
出
塑

１
１
９
６
１
９
８
０
２
４
５
５
４
７
７
９
３
６
１
０
８
８
８
４
３
４
７
２
６

２
０
３
４
４
６
９
５
９
４
９
２
６
３
２
９
５
６
１
３
６
６
２
４
１
１
４
４
４

４
３
０
４
２
４
１
４
４
２
１
１
１
６
２
３
６
９
２
９
４
５
９
４
２
９
３
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
２
１
２
２
１
２
２
１
２
２
２

（
〉 ’

３
５
３
２
５
１
４
３
５
３
２
５
７
１
９

３
３
３
０
４
３
２
２
４
３
２
５
０
５
２

８
２
５
９
０
５
０
７
１
９
０
７
２
３
２

５
２
４
Ｆ
。
３
４
５
２
３
２
４
３
５
３
０

８
８
７
８
【
ｉ
８
７
７
Ｈ
７
７
８
８
８
８

”
Ｆ
Ⅱ
副
９
別
２
１
渓
４
Ｍ
脳
焔
塑
脚
一
訓
帥
一

１
６
９
０
２
２
２
２

l－52－l8

1－52－58

DNF

9－11－33

8－30－58

DNF

１
７
４

３
５
３

５
４
７

１
２
１

６
５
６

６
４
６

９
０
５
２
１

６
９
１

７
６
１

３
６
２

※ペナルティー順位

(27）
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帆走委員長真田恒男1980年NORC近畿北陸支部春季シリーズ成績表

ポイント

3回戦

ポイント

4回戦

ポイント

2回戦

15マイル

し－ス

ポイント

1回戦
順
位

セール

悉号

竹生レースク
ラ
ス

,△､量＋
ロ脚I艇 名 TYPE TCF

得点得点 修正順得点 ｲ皇占
0･〃BQO' 得点 修正順得占

ロ、』DCOq 修正順修正順 修正順 修正順

’ ％
％
％

８
９
９
０
５
８

１
１
１
１

6％

2

5

4

3

1

＊

２
１

３
１
５
４
６
２

1

2％
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
３
１

６
６
６
６
５
６

７
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０

２
１

１
５
２
３
４
６

３
２
５
４
６
１

３
１

２
３

I YOUV

CHILI)OFFORTUNE

SUEKO

EMMANUELLEⅢ

KUMBHIRA

銀河V

NAK33

NAK33

NAK33

NAK33

YAM33

NAK33

２
１

％

８
０
４
６
？
］
ワ
』

１

１

０
１
７
１
５
８

０
２
７
９
５
２

３
５
３
１
３
２

２
２
２
２
２
２

l＊

2％

1

3％

’ 3％2 ２ 1

％
＊

〈
Ⅱ
）
〈
印
）
ワ
０
戸
ｂ
ｎ
ｘ
〕
Ｒ
Ｊ
４
坐
ｑ
Ｊ
１
４

１

％
馬

９
８
７
７
５
６
１
２
６
３
７
８

５
４
４
３
２
１
３
１
２
２

＊
＊
＊
＊

％

９
７
５
３
４
’
６
’
８
０
１
１

１

％２
０
１
９
４
２
６
８
３
７
１
５

１
１
１

ｘ
＊

０
８
９
４
３

１ ２
４
６
８
７

１
２
３
４
７
９
５
脚
６
８
翅
Ⅲ

Ｘ
＊

０
９
６
８
５
７
３
１
４

１Ⅱ 鬼６
２
４
０
４
２
８
－
６
｜
｜
’

１
１
１
１

FROGV

PELLMELL

TINKLETICK

ひょっとこ2

HAYATEⅢ

POWRIVERⅡ

飛龍

FIRSTLADYⅢ

めるへん

RIVAGE

楽浪

JUNGFRAU

N300

NAK295

GS30

DOU30

NAK30

NOU30

NAK295

YAM30

N300

N300

BW30

NAK30

５
２
８
８
７
３
２
２
８
２
４
２

１
１
５
４
３
８
２
２
５
２
０
２

２
３
２
２
２
１
３
３
２
３
２
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｓ

１
２
４
５
３
６
７
８
ＮＤ

１
３
２
４
７
８
５
’
６
｜
｜
’

１
３
２
７
８

８
９
３
５
３
６
４
７
２
３
９
３

６
４
９
５
８
８
８
１
２
８
７
５

０
４
７
９
９
７
４
１
０
６
７
６

２
２
１
１
１
１
２
２
２
２
１
２

１
２
５
３
６
４
８
岨
７

１
３

４
９
ｎ
７
５
ｍ
６
迫
８

５７
’
５
６
１
２

1

3

1

DNF

TL

６
５
ｍ
９

９ ２9 ２ へ

％
％
％
％

０
１
１
５
９
９

２
２
３
２
１

5％

4

3

1

2

％
３
６
５
４
２
１

＊
／
４Ｊ

３
２
５
６
４
１

ＳＮ
５
１
２
３
４

Ｄ

＊
％

、
色
４
詮
ワ
色
〈
Ⅱ
〕
〔
ｘ
）
戸
ｏ

ｌ
ｌ

４
３
１
２
５
６

２
５
１
３
４
６

％

Ｅ
Ｊ
ｎ
乙
Ｒ
〉
刀
哉
ｑ
Ｊ
１
Ｌ

１
３
１
２
１
８

３
８
３
８
３
７

８
７
８
９
８
８

６
６
６
６
６
６

０
０
０
０
０
０

４
５
２
１
３
６

４
１
２
３
５
１Ｔ

Ⅲ ECUMS

YAM25

ECUMS

KIHAR25

DOU26

F727

２
１
３
５
４

３
４
５
４
４
９

７
１
９
６
３
３

７
０
７
５
９
２

１
２
１
１
１
２

TRACER

MARISOLEⅣ

矢寿

FLEXIBLEWING

風小僧

PECKERⅡ

Ｘ
＊
＊
＊

４
５
３
１
２

１
２
３
５
４

得点方法は6レースのうち各艇上位5レース分の得点を合計する。＊印は合計せず．。

旧小型船舶操縦士免許を1級免許に

切換えるための講習会
旧免許書換えのために必要な講習会は昭和49年以来

実施されて，大部分の該当者は1級小型免許をお持ち

と思いますが，まだ旧免許のままの方からの問合せも

かなり事務局に寄せられております。

来年度からは講習会開催の回数も減る見通しと聞き

ますので，なるべく早く受講されるようお知らせしま
一ト

ヲC

l.受講資格旧小型船舶操縦士又は49年5月以前に

に丙航以上の資格の海技従事者免許を受けている者。

2．受講時間3時間

3．申込手続所定の受講申込書に必要事項を記入し，

次の書類を添付する。

(1)海技免状の写

（2）印鑑

（3）最近6ケ月以内に撮影した写真3葉内枠寸法

3×3cm,裏面に氏名及び生年月日記入。

（4）戸籍抄本（最近1ケ月以内のもの）

（5）受講料7,400円

（6）会場日程

東京7月5日横浜8月2日何れも土曜日

9月6日10月4B1300～1600

11月1日12月6日

（7）問い合せ先

日本船舶職員養成協会関東支部045-623-6804

日本船舶職員養成協会03-263-3121

水路協会の業務について事務局

財団法人日本水路協会では水路業務に関係があり，

当協会員に利用されると思われる次のような図書を発

行しております。

なお今後逐次種類をふやして行く予定があり，会員

で今後発行を要望する図書等があれば同協会に反映し

たいと思いますので事務局までお知らせ願います。

1．漁場図（日本海西部，日本海東部，本州東方，

日本海北部(1)(2)(3)(5),鍵たん海湾，武蔵

堆及び付近）

2．小型船用航路の手引本州南岸1～3号へ

3．同上瀬戸内海l～5号

4．小型船用簡易港湾案内瀬戸内海その1～2

5．同上本州北西岸，本州北岸，

本州東岸

6．同上九州沿岸その1～2

7．同上北海道沿岸その’～2

8．海洋環境図外洋編その1

9．同上その2

10.海洋環境図海流編

1l.相模灘ラジオビーコン図（ヨット，モーターボ

ート用）

12.ヨット，モーターボート用参考図,(1)東京湾～

御前崎）

13.同上(2)御前崎～潮岬

14.同上長者ケ崎～江ノ島

15.同上城ケ島～佐島

(28）
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シングルハンド･レース。
／

,ﾉｧー〆

弄鎧ブ
、

シングルハンド世界一周レースに関する最初の

発表に対し，沢山の反応をいただいております。

レース本部には詳しいインフォメーションを求め

る問い合せが50通以上来ています。現時点では，

レース・コミッティーは，まだレースのルール及

び条件の最終的な決定をしていません。レース参

加に興味をお持ちの方のために，レースの詳細の

アウトラインを含む仮のインフォメーションです。

ルール及び条件については印刷ができ次第お送り

します。

LOA

56ft(17.069)

44ft(13.41m)

32ft(9.754m)

LWL

50ft(15.24m)

38ft(11.58m)

27ft(8.23m)

クラス1（最大）

クラス2（最大）

最小サイズ

賞品：

各クラス1位から3位までにトロフイーが授与

される。エントリー数によっては賞品を追加する

予定がある。賞金が与えられる場合は，クラス2

よりクラスlの方が有利にならないように分ける

現時点では，ハンディキャップによる賞品の授

与はできない見込みである。

へ

仮インフォメーション

レースとコース：

レースは4レグになっている。

第1レグはアメリカ,ロードアイランド州のニュ

ーポートから，南アフリカのケープタウンまで｡コ

ースは自由。

第2レグはケープタウンからオーストラリアの

シドニーまで。コースは自由だが，タスマニアを

左手に見て通過する。

第3レグはシドニーからブラジルのリオデジャ

ネイロまで。コースは自由だが，サウスアイラン

ド，ニュージーランド，ケープホーンを左手に見

て通過する。

第4レグはリオデジャネイロからロードアイラ

ンド州のニューポートまでで，コースは自由。

期日：

第1レグはアメリカ，ロードアイランド州のニ

ューポートから,1980年10月1日(土)出発の予定。

レース・コミッテイーでは，ある程度の割合のヨ

ットがフィニッシュし，又はフィニッシュしたと

みなされた時点で，次のレグのスタートを設ける

予定である。寄港日数は10日から20の間とする予

定。途中の寄港は必ずしなければならない。次の

レグのスタート後に着いたヨットは，そこのレー

ス．コミッテイーに届け出て，少なくとも48時間

はとどまらなければならない。

その他のインフォメーション

いろいろな用途に使う電気は自由な方法で起こ

してよい。発電に補助エンジンを用いるヨットは，

プロペラを外しておくか，又はレース・コミッテ

ィーの管理のもとでプロペラ・シャフトを動かな

いようにしておかなければならない。

セールのハンドリングはすべてクルーの人力で

行なうこと。

双曲線航法用の機器は許可されない見込みであ

る。これはロラン，オメガ,それに人工衛星航法装

置を含んでいる。

レーダー及び天気図のファクシミリは許可され

る予定。

マリン・シングル・サイドバンド，又はアマチ

ュア（ハム）ラジオ等の遠距離用のラジオによる

定時連絡が義務付けられる予定。

外洋で，どこにも停泊せずに，シングルハンド

で最低1500マイルの航海を出場条件とする予定。

レース・コミッテイーでは，レースのためにニ

ューポートに向かうヨットに対し，ヨットがスタ

ート前にある程度余裕を持って着けるという条件

で，この航海を要求することを考えている。この

場合，より短い距離でも認められる可能性もある。

安全基準と構造規則は，レースのルール及び条

件の中で述べる予定。

エントリー・フィーは400USドルになる予定。

へ

クラス：

レースは2クラスに分かれ，モノハルのヨット

に限る。

(29）
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ヘリコプター搭載型巡視船「うらが」

海上保安庁広報室長結束好

①昭和52年7月1日「領海法」及び

「漁業水域に関する暫定措置法」が施行

された，いわゆる200海里時代の幕明け

である。

これに伴い，海上保安庁が警備．取締

りを実施しなければならない海洋の面積

は，領海で約4倍，漁業水域で約50倍と

大巾に増加した。

加えて，最近の国際的すう勢として，

沿岸国の資源利用や，海洋汚染防止の管

轄権を拡大強化する方向へ進みつつあり，

今後これらに関連した海上保安業務の増

大が予想されるに至り，海上保安庁はか

かる新海洋秩序への対応を最優先に，そ

の体制の整備を推進している。

②ヘリコフ°ター搭載型巡視船は，海上1②ヘリコプター搭載型巡視船は，海上保安庁が，新

海洋秩序時代における巡視船のエースとして建造して

いるもので，その第一船「そうや」はかって南極観測

船として活躍した「宗谷」の代替船として，昭和53年

11月に完成し，釧路海上保安部に配属され，北洋海域

はもとより，沖縄周辺海域までも進出し，監視取締り

や海難救助にその威力を十分に発揮している。

その後，第二船「つがる」（昭和54年4月：函館海

上保安部)，第三船「おおすみ」（昭和54年10月：鹿児

島海上保安部）と相次いで就役した。「うらが」は，

ヘリコプター搭載型巡視船の第四船として，昭和55年

3月に就役し横浜海上保安部に配属されたもので，昭

和55年4月現在これら4隻が，新海洋秩序維持に大い

なる期待を受けて，その主力として活動している。

③ヘリコプター搭載型巡視船は，海上保安庁の中型

へリゴフ。ターの代表であるベル式212型ヘリコプター

1機を常時搭載しており，後部に飛行甲板があり，ヘリ

コプター格納庫ヘリコプター識別装置，航空標識灯，

人工水平灯，航空管制通信装置，飛行甲板監視テレビ

等の航空援助施設を有し，さらに不測の事態に備えた

消火設備，給油設備を設け，減揺水槽（アンチローリ

ングタンク）やフィンスタビライザーを備えて船体の

動揺を減少させ，ヘリコプターの発着を容易ならしめ
抄

るよう工夫がほどこされている。

いずれも総トン数，約3，200トン，排水トン数約

3.700トン（常備状態)，常用速力約21.5ノット，航続

距離は約6,000海里から約8,000海里と，従来の巡視

船に比し大巾に性能が優っており，巡視船に要求され

る各種の機能を有している。

④「うらが」は，日立造船所舞鶴工場において，昭

和53年11月10日から昭和55年3月5日まで約1年半の

や』

へ

月日をかけて建造されたもので，昭和55年3月18日横

浜に入港，海上保安業務の第一線における活動を開始

した。

要目・諸装備等は,既建造船とほぼ同様であるが,高

速警備救難艇用として，ミランダ式ボートダビットが

新しく採用されたほか,3anm機関砲を装備した点が特

徴と言える。

横浜海上保安部は、従来の900トン型巡視船1隻，

2，000トン型巡視船2隻に加え，巡視船「うらが」が

配属されたことにより，海上保安庁最大の大型巡視船

の基地となった。

巡視船「うらが」は，同保安部の最大最新鋭の巡視

船であり，三陸銚子沖，小笠原方面の外国漁船の監
視取締り，海洋汚染の防止取締り，海難救助等の複雑

多様化する海上保安業務に第一線の主力として広域性

・機動性を利しての活躍が期待される｡へ

なお，ヘリコプター搭載型巡視船は，昭和55年度予

算においても1隻の増強が認められている。

(30）

参考巡視船「うらが」の主要目及び主要装備
全長:105.40m巾：14.60m

総トン数：3，233トン

排水トン数：3‘628トン(常備状態）
連続最大速力：22．5ノット

主機関：ディーゼル連続最大出力7,800Ps×2基

搭載ヘリコプター：ベル212型1機

搭載艇:8m型作業艇(25名）高速警備救難艇(6名）
各1隻

ヘリコプター用諸設備：飛行甲板，格納庫，航空管制室，
減揺設備，水平指示灯，その他

武装:35nm機関砲（単装)20nMn機関銃(後日装備）各一式

計器類：レーダー，ジャイロ，オートパイロット測深機，
電磁ログ，ロラン，その他

特殊機器：衝突予防装置，航行衛星受信装置(NNSS)
通信設備：小容姓多重装設，無線印刷電信装置，その他一

般通信設備
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太平洋のうねりとニューイングランドの島々 と
－アメリカ東西海岸クルージングpARTn

野本謙作

8月17日金曜日，午後おそくウッズホールの油地を

出たくカリナ〉は風力3の海風を間切って沖へ出て行

った。数浬さきにはマーサズ・ヴァインヤード島（魔

女のぶどう畑と聞いたことがあるが定かでない。いず

れにしてもぶと．うの出来る気11炎ではない）がこんもり

とした緑を兇せて横たわっている。大西洋に面しては

いるが，沖合いにある数個の島や浅い砂洲の内側にあ

るせいか外洋性のうねりは全く感じられず，カリフォ

ルニアの太､|祥岸に比べるとずっと気楽な海だ。行き

交う帆影やフェリー。陸も緑の耕地や丘陵，点在する

小ぎれぃな住宅。平和な，よく出来上ったニューイン

グランドの世界が顔をのぞかせる。

〈カリナ〉は全長約11m,浅く長いディープキール

から細長いセンターボードが出るタイプの1'1排水壁の

クルーザーだ。米匡l東部沿岸は浅い場所が多いのでこ

のタイプは結椛人気がある。帆装は近代的なスルーフ

でブームバング，アウトホールなども飾りではない。

ニック･ニューマンはマサチュセッツエ科大学の船舶

海洋工学科の先生だが,1()年ばかり前にこの船のFR

P船体とデッキをメーカーから買って来て，自宅の裏

庭で3年かかって完成した。彼は30代半ばにして既に

船舶流体力学の数学解析でllt界に名を馳せた俊才だが，

その3年間はろくろく論文を書いてなかっただろう，

と言ってニヤッと笑った。船内木部の仕上げやI-II板，

マストまわりの艤装品の取付け方を見れば，いかに彼

がこの船に没頭したかが分かる。

アメリカでいいことは，こんな人たちのためにメー

カーは械椛的にFRP船体や，何とか走れるだけにし

、

クラシックなスクーナーをよく見かける。

た未完成品を売り，その後の自作完成のための材料，

部IY,,説明書IXI面なと÷も供給する。考えてみれば労務

曲の大きな部分を職容の自発的労仙でj㎡代りし，でもら
ってその分だけ安く売っていることになる。そうする

ことによって販売隻数が増えればその分だけメーカー

も利益を得るわけで，このシステムはなかなかうまく

出来ていると思う。

ニックはメンシートをトラベラの風上側一杯まで引

きこみ，ブームは|ﾘlらかに風上側にある。それくらい

締めこんだセールで，風力3の風に2－杯にのぼってス
ピードメーターは4ノットあたりを指している。船もい

くらか長いけれども，僕のく春一番〉ではとてもこう

はいかないなと言うと，彼はサンキューと言ってまた

蛾しそうな顔をした。

EI媒れになった。船はマーサズ・ヴァインヤードの

キャシイとニック・ニューマン夫妻。

ナンタケット水路を入るところ。

東に胆Iりこんでおり，エドガタウンの港の灯が目の前

に兇える。エドガタウンでもいいんだが今夜はケープ

・ポージ湾で一〃'しようかと言う。海図で見るとマー

サズ・ヴァインヤードの東，狭い水道を隔てて隣り合

わせのチャパキディックという小島がある。低平な丘

や閥,l地の小島で，その北端に南北2浬，東西1浬，水

深3～4mの長円形の池のような湾がある。島の北東

端から北へのびる細長い砂洲が円弧を描いて湾の東，

北，西をぐるりと取り巻き，島の北端にくっつきそう

になった所に狭い水路がある。ニックが船首に立ち，

奥さんのキャシイが舵輪を握って最小水深1.5nlばか

りの水路を通ろうというわけだ。既に日はとっぷりと

媒れ，風は落ちた。センターボードを上げると吃水は

(31)
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1.2m,機関微速で滑りこんで行く。高潮少し前で水

路は多少流れているらしく，月明りの海面に小波が騒

ぐのが見える。測深儀の目盛は8フィート，7，6，

5と減って3フィート近くになる。キールの底から海

底まで50センチもあるまい。しかしそれが峠で再び水

深は増加し，池のような湾の中央，水深4mばかりの

所に投錨した。カリフォルニアで乗ったポーリングの

船は35ポンドCQRにオール三分の鎖を使ってhいたが，

こちらは25ポンド･ダンフォースに鎖は5mほと．で後は

12ミリのナイロン索だ。なる程ドレーク湾とここを比

べてみると，こちらの錨il'Iがずっと気楽ではある。そ

織 篝蕊繍擬騨灘
識

｡鷺1蕊蕊蕊
&＆1$、”

…
ナンタケット湾の入口を北から見る。

|， コネティカット，ロードアイランド両州にかけての屈

曲した海岸線は捕鯨船の格好の基地で，この地方を出

帆した200～400トンの木造の捕鯨帆船は一航海3～

4年にもわたる長い年月を太平洋，大西洋，印度洋一

円を遊f:して変幻自在の鯨を追った。帆装はブリグ又

は3橋パークが多かった。たくさんの横帆とミズンマ

ストのガフセール，3～4枚のジブとマストの間にも

ジブ類似のステースルを張る横帆と縦帆の混用型だっ

た。船型はクリッパーの船長船|幅比6に対して4でず、

んぐり型，造りもはるかに頑丈で積載量も大きかった

鯨を見つけると船は前のマストの帆を裏帆にして漂泊

し，2～4隻の捕鯨端艇(ホエル・ボート）を下ろして

鯨を追う。ホエル・ボートは6人漕ぎのダブルエンダ

ーで頑丈だが連動軽快な端艇だった。12フィート・デ

ィンギーのような形式のメンスルとそれにジブやセン

ターボードも装備していて帆走性能もなかなかのもの

だった。風下から鯨群に近づき手投げのもりで奇襲す

る。もりにはロープが着いておりホエル･ボートは自分

より大きい位の鯨に曳航されながら死闘を展開する。

いつも2隻のボートがチームを組んで一頭の鯨を追っ

た。殺した鯨は本船に横付けし，海に浮かべたまま解

体した。抹香鯨の頭にあるスパーム油脂とか極くたま

に見つかるりゅうぜん香，骨や髭などもそれぞれ高い

商品価値があったが，何と言っても主産物は脂肪層を

船上の釜で煮て採取する鯨油で，何千と積みこんだ棟

が鯨油で一杯になるまで彼らは操業を続けた。その主

な用途は灯火用だったと言う。時あたかも19世紀中葉

の商工業発展期に当っており灯火の需要は莫大で，一

方石油はまだ普及していなかったのだ。

ナンタケット島はケープ・ゴッド（鱈岬）沖合20浬

にあり，東西12浬，南北9浬のかなり大きい島だ。島

の北東部に長さ5浬，帷1浬の大きな池のような湾が

あり，その西端が狭い水道で北に開いている。昨夜の

ケープ・ポージ湾を大きくしたような地形で，比較的

小型だった初期の捕鯨帆船には絶好の基地だったにち

がいない。漁場が大西洋から太平洋に移り捕鯨船が大

型化するとナンタケットの繁栄は本土沿いのニューベ

（
〆

ウッズホールの泊地

の差が錨の装備にも出ているのだろうか。

月を見上げて一杯やりながらニックが言う。

「君はエドワード・ケネディのチャパキディック事

件というのを知っているかい。あれがここだよ。そ

この砂洲の付け根のあたりにその壊れた橘があった
んだ。」

チャパキディックという名前はどこかで聞いたこと

があると思ったらこれだったか。

「政治家のすることは僕には分からないよ｣，と米国
の指導的な政治家の一人のスキャンダルに，ニックは
ちょっと撫然とした表情だった．

へ『
ゾ

心地よい朝が来た。湾の中にはくカリナ〉一隻だけ
だ。湾の周囲の砂洲の上にはところと、ころ別荘風の木

造家屋がある。私有地だそうだが，ひと気のない時に
はディンギーで上陸して一泳ぎするくらいは黙認され

ているらしい。湾の水を駁がして時々大きな魚が跳ね

る。スズキらしい。カモメが付近を舞うのはスズキに

追われる小魚の群がいるのだろうか。

簡単な朝食をすませて抜錨，再び水路を抜ける。今
度は明るいので底の海藻がキールをこするばかりにゆ

っくりなびいているのが見える。水路を出て展帆北

東風力2～3を左舷に受けて南東に進む。目的地はナ

ンタケット島。往時米式捕鯨の基地として栄えた所だ

ここマサチュセッツ州南部からニューヨークの東，

(32）
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ドフォードその他の港に移ったが，それでもナンタケ

ットは米式捕鯨発生の地として長くその声価を保って

いた。

そのナンタケット島はまだ水平線に浮かぶ淡冑色の

線に過ぎない。その手前に三つばかりごく低平な小島

があるのだが，それに至っては影さえ見えぬ。ところ

が一見広々としたこの海域には浅吃水のくカリナ〉で

も要注意の浅い砂堆がいくつも拡がっている。標拙ブ

イは完備しているけれども，昼間のブイはなかなか識

別しがたいものだ。驚いたことにニックはここでデッ

カ航法を始めた。そう言えばこの船で術用している海

図には一面に色とりどりのデッカ．レーンの線が入っ

ている。ひとつには霧の多い海なのでコンパスによる

地文航法が弧りにならず，泄波航法に依存する割合が

大きいこともあるのだろうが，やはり現代アメリカ流

だな，という気もする。

一時5mばかりになった水深も海底の峠を越えて，

ふたたび20n1以上になった。ナンタケットの西に並ぶ

低い小島も昏気楼のような姿を水平線に現わした。ナ

ンタケット水路のとつつきまでもう10浬たらずだ。風

は依然として北東ﾙﾊｶ3，独り空で温帯低気圧の接近

を告げている。

ナンタケット水路は細長く北へ延びる一対の防砂堤

の間を通って例の池のような内湾に入る。ちょうど週

末だから続々とヨットやモータークルーザーが水路に

入って来る。全長20n1に近いスクーナーも何杯かいる。

例の古式にのっとったガフリグで，そのラフはフープ

でマストに止めてある。ヨットは性能じゃないぞ，と

主張する頑固者の顔が見える。

港の入口にある古風な灯台の砂洲をかわすと，木造

の頑丈なフェリー岸壁があり，その南は湾内一面マス

トの林だ。ざっと二百隻ばかりのクルーザーが錨汕し

ているのだ。岸の桟橋に着いているのもいるが，これ

はどちらかと言うとモータークルーザーが多いようで，

誇りは高く財布は小さい'1ﾘ|I上クルーザーのオーナーは

（と’うもこの{上II向はアメリカではかなりはっきりして

いる様に見える）沖がかりを好むようだ。ウェストセ

イル32やその系統のどっしりしたダブルエンダー，チ

ェサピーク湾のオイスター・スループ，モルガンやエ

リクセンのプロダクション・クルーザー，一見素人の

設計と分る個性派のボート，それらの中をメンスルー

枚でひと回りして油地を選んだニックはラフして船を

止め，投錨した。

ゴムボートを使ってもいいのだが，ここでは沖がか

りの船を回る乗合い水上タクシーがあるからそれを呼

ぼうと言うことになって，何旗だったか忘れたが信号

旗をマストに上げた。しばらくしてやって来たのは素

朴な造りのオープンボートでもちろん木造だ。エンジ

ンボックスの後に木の棒が一本垂直に立っていて，そ

れを前に倒すと前進，後で後進という仕掛だ。これで

信号を上げている船を次々に回って客を拾う。何時ま

でやっているかとニックがきくと，今日は土曜だから

夜中までやりますよと言った。2，3分乗ったにして

はわりといい値段だなとは思ったが，これもヨットの

楽隙|アメリカらしいサービスだ。

上陸してみると，昔は捕鯨で栄えたというこの町も

今は夏の行楽シーズンだけは華やかだが，冬には住む

人も少なく商店も大方は閉ってしまうくらいだそうだ。

それでも往時の捕鯨長者の邸宅や教会や古い石だたみ

の道などに昔の栄華が偲ばれる。ここの捕鯨博物館は

有名だが，残念ながらもう閉っていて玄関のガラス小

窓に顔をくっつけてのぞいただけだった。ホエル・ボ

ートの現物，もりやとどめを刺すための槍，その他の

道具などがあるようだ。

それからニューマン夫妻の昔からの知り合いという

家まで島内を農場用バンでドライブ。丸太小屋作り，

暖房は薪を壁付きの暖炉で燃やすと言うその家でみん

なで夕食を楽しんだ。白身の大きな魚のフライが大そ

う美味かつた。

その夜はひどい雨だったが翌朝は小止みになった。

紅茶とビスケットとチーズで朝食を済まして沖へ出る《

北東風力4，小雨で視界は悪い。少しうねりがある。

帰りは北北西に針路を取り，ケープ・ゴッド方面に向

うフェリー航路沿いに北上してマーサズ・ヴァインヤ

ードの東の浅所をかわし，それから西進してウッズホ

ールヘ向かうコースを取った。航路沿いなのでブイが

次々に現われ，時々フェリーとも行き会うので水先は

大変気楽だ。途中まであとさきになりながら同行した

ヨットがいたが，こちらがコースを西へ落したあと彼

らはなおもケープ・コッド方面へ上って小雨の中に消

えて行った。

午後になると天候が回復して来て薄陽がさした。も

やに煙る水平線に一昨夜の泊地，ケープ・ポージの白

い灯台が見える。この方向にも十隻ばかり帆影が見え

る。これからあとでもニューイングランド海域で私は

何度も何度も印象づけられることになるのだが，何し

ろ行き会う船と言えばみなヨットかモータークルーザ

ーだ。日本沿岸を帆走していて漁船の影を見ない時間

は余りあるまい。そして航路筋ともなれば大小の内航

貨物船だ。それがここでは船と見ればヨットで，漁船

も貨物船もどこにいるか分からない。ここでは海はも

はや生産活動の場ではなく，それはより多く遊びの場

となっている。しかしこの同じ海も，つい百年余り前

には捕鯨を筆頭とする水産業がアメリカ最大の産業だ

った時代があった。これはおそらく，どちらがよいと

か悪いとか，進んでいるとか，いや頽廃だとか言って

見ても意味はあるまい。ただ確実なことは，これは大

きな違いだ。ゴースト・ガード（米国海上保安庁）の

救助出動回数の半分以上がプレジャーボートが対象だ

し，州に登録(船籍票登録に相当）しているヨットとモ

ーターボートが1979年現在で1400万隻.／ちなみに同

(33）
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ものだ。

ニックたちは湾の中の常置のブイにくカリナ〉をつ
ないで一晩を過ごし明日帰る予定だが，－この人た

ちは7月早々大学の授業がなくなると娘2人も一緒に

この船に乗ってニューイングランドの僻地メーン州か

らカナダのノバ・スゴシア地方を40日ばかり巡航して

最近帰って来たところだ。あきれた人たち－，こち

らは今日のうちにボストンまで帰って一泊し，明早朝，

地方便の軽飛行機でメーン州に飛び，ラディカル中の

ラディカル、ロス夫妻に会う予定がある。日本にも立

ち寄った太平洋周航記「ふたりの太平洋」で知られる

彼らは，その後またその一流のやり方で南チリの水道

群とホーン岬の航海をやり，そのまま大西洋を北上し

て現在は米国東海岸の北端メーン州の多島海にしばら

く温和し<している。彼らのくウイスパー〉で帆走す

るメーン州の海は．同じニューイングランドでも文明

開化の当地とはまた違った姿を見せてくれることだろへ
一

う。

年わが国の漁船総数が42万隻ほどだ。日本でもヨット

が珍しがられて大事にしてもらえた時代は終り，一般

社会との接点で次々に摩擦が起っている。この問題に

対処するに当って，海における生産活動と遊びの調和

ないしは友好共栄の関係は日本においては特に大切な

のだろうと思う。

そんなことを考えたりしている間にくカリナ〉はウ
ッズホールに近づいた。ケープ・ゴッド半島の付け根

のあたりから南西に延びる三角形の大きな突出部の先

端にあるウッズホールは，この地方の夏の行楽地のひ

とつの中心でヨットの数も数え切れない。すっかり晴

れ上った空の下，色とりどりのスピネーカーを張って

風下マークに向かうクルーザーの大群。ここでもまた､

2，3日にせよ航海に出かけるよりは，数時間程度の

草レースをみんなで競い合って，夕方にはそれをサカ

ナに一杯やるのが楽しみという人たちの方が多いよう

に見える。それならドラゴンとかソリングの方がよか

ろうに，という考えもあるけれと÷も，どうもそれは違

うようだ。一言にして言えば，大衆は極端に走らない

鈴木保雄，中山茂,(共同）／艇名の由来：ミかもめミの

ように，ゆっくり，雄々とクルージングをしたい。／抱

負：今年6月，小樽港より北太平洋回りで，札幌市の姉

妹都市，アメリカオレゴン州ポートランド市に親善訪問

をする。その後南太平洋を回航し約一年間で太平洋を回

ってくることになっている。よろしく。／クルー：公務

員，会社員，自営業無職といったメンハー。

2611雲柱YOKO40油壺40.0×30.8×14.0X

7．2佐々木研一／艇名の由来：詳しくは，トランサム

に書いてあります。前に行かれないで，後からついてく

れば良いと思います。／抱負：日本のクルーザーの新し

い発展をめざして，チームのありかた，船のありかたを

絶えず研究し,「チーム雲柱」のカラーを作っていきたい。

今年はパﾝﾅﾑー本勝負｡/ｸﾙー:WoWv"
中心のチーム,（中谷，横山，関山，向井，駿河，石川，

町山，飯田，武藤境松永，佐野先生，川島親分）レ

ースに一級の腕を発揮すれば，佐野先生中心に，船の中

で宴会をする。クルージングにも一流のセンスがあるチ

ーム。

2651ガル3(GULL3)N260博多790×5．90

×2.65×1.50大賀遷，富永克己，江頭宣雄，白水勇次

（共同）／クルー：長順介，大串那広，出口秀夫，板屋

稔孝。

2653JUNGFRAUNAK30柳ケ崎県営ﾊｰバｰ,

8.8×7.16×2.94×1.615八木渭，青木昭，上林純一，東

田渉，直海将，国枝尚哉（共同)。

2661CONTESSAⅦミニ・トン（キュートバー

ド級）葉山･鐙摺港640×510×2.48×臘8石
原慎太郎／艇名の由来：伝統あるくコンテッサ〉･の7代

目。JOGの1世から,20年ぶりにまた同じサイズに戻
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213IWINACHILIESピーターソン33パールアイ

ランド9.27×8.13×3.20×1.80佐々 木達裕／艇名の

由来：西宮の吉田隆郎氏所有の「シュナウザー」を譲り

受け，愛嬬のあるシュナウザー犬の絵を残し，アキレス

健(失？)にちなんで，ウインアキレスとしました。／抱
負：由緒ある「シュナウザー」の名に恥じぬよう，これ

から訓練に訓練を重ね，レース界を荒しまくろう.／と，

意気込んではいるのですが．…･･･／クルー：本片山憲治，

今井征二郎，綿吉聖隆松村，前田耕二。

2204丹陽オリオン玉島10.0×8.30×3.30×

1.88田村淳-/艇名の由来：南画（水墨画の一種）を

趣味として，墨陽会を結成しているが，号が丹陽である

ため，ここから命名した。／抱負：瀬戸内海でレースに，

クルージングに楽しんでいましたが，ここらで少し気持

を新たにして，外洋へ出て大海の大自然を味わいたい。

／クルー：木口，川上，吉岡，畑本，渡辺，浅原，藤田。

2432BLUENOTEFAR920江ノ島YH8.99

X7.15×3.05×1.320小貫収一，五十井進（共同)。

2492MRJUMBONAKAYOSHI295愛媛県松山

市島マリン8.95×7.10×3.07×1.80今井正徳。

2588SEAGULLスループ小樽港11.90×9．00

×4.00×1.88野村輝之，中山徹，森本広志井上明，

(34）
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NORC協会ニュース

1.外洋帆走指導普及（普及小委員会）

外洋帆走の体験乗艇による海洋スポーツの啓蒙指導

法政委員会 講習内容場所

座学（帆走の原理),傭船による近距離体験航海函館

〃 仙台

〃 富山

〃 三崎

〃 蒲郡

〃 米子

〃 下関

〃 松山

〃 長崎

略
一
酩
一
蝿
一
略
一
略
一
略
一
略
一
略
一
略

罐
一
罐
一
糀
一
罐
一
躍
一
罐
一
罐
一
蝿
一
雑

7月5，6日

7月26,27日

7月12,13日

7月12,13日

8月30,31日

7月5，6日

7月19,20日

7月26,27日

7月下旬

法政委員長嶋田武夫

昭和55年補助対象事業のうち，海事法

令指導及び外洋帆走指導普及講習会の日

程が決まりましたので，下記の通りお知

らせ致します。

1.海事法令指導（指導小委員会）

海事法令の周知徹底のため，》次の通り講習会を開催する。

講 習内容

係留関係，安全備品，免許制度，船検

ORC特別規定，小型船舶安全規則，レーティング・ルール

JOR/IORルール，実艇計測,ORC特別規定，グリーンブック

小型船舶特殊基準，安全訓練，安全検査,ORC特別規定

外洋ルール，船検，免許制度,JOR/IORルール

ORC特別規定，海事法令，安全検査，計測

ヨットの事故と対策,JOR/IORルール，船検，免許制度

安全備品，外洋ルール，職員法，ファストネット・レースの事故

講師参加予定数

2名100名

2名100名

2名100名

2名100名

2名100名

2名160名

大儀見・清水100名

2名200名

実施予定日

7月18,19,20日

6月27，28，29日

7月4，5，6日

9月13，14日

9月5，6，7日

8月29,39,31日

4月25，26，27日

11月7,8,9日

所
一
幌
一
台

場
一
札
一
仙

一

癌
一
癌

金沢

名古屋

高
一
福
一
那
一
東

知
一
岡
一
覇
一
一
京

りました。／抱負：大型オーシャン・レーサーで味わえ

ぬ．セーリングの醍醐味を味わいたい。NORCの会長に

就任しましたが，在任中は．プレイイング・コモドール

としてありたいと思います。

2662一寸法師NAK295浜名湖8.940×7.280X

3.070×1.750土手秀三・

2666白南風mDOU42宮城県七ヶ浜町12.65X

10.26×4.05×2.18関俊昭，仙石孝義（共同)/艇名

の由来：昭和38年に進水したキングフイシヤーを一世号

とし，地元の漁師言葉のミはえ、すなわち，長い梅雨明

けの明るく白い南風をまちこがれる気持を艇名にしてい

ます。／抱負：松島を中心に，主にクルーの養成に使用

したいと思っています。又ミニトン，％トナーとグルー

プ活動していますので各種レースに出たいと思っている。

／クルー：樫崎純一，黄川田喜蔵，山家雅夫，関廣子，

我妻幸一，鈴木悦郎。

2669BELLN260横浜市民ハーバ-7.90×5.90

×8.00×1.700岡山八寿雄／艇名の由来：以前，オー

ナーの経営する工場で，自転車のベルを作っていた事か

らこの名がついた。／抱負：我々はクルージング派であ

るので,N260という居住性のよいフネに変った事で，

クルーズも，もっと遠くへ行きたいと思う。／クルー・

岡山一，岡山裕，小栗彩子。

2683RIVAGEスループマリーナ雄琴8.98×

7.26×3.05×1.65横井一郎，横井憲二，広畑顕一，野

原和広（共同）／艇名の由来：〈リバージュ〉これはク

ルー全員が，海とロマンと冒険が好きな為，このイメー

ジとして命名しました。フランス語で「なぎさ」という

意味です。／抱負：以前，ロング・レースに多く参加し

ていて，これからは，ポイント・レースにも参加し，技

術の向上とチームワークをはかっていきたいと思います。

／クルー：いつどんな時でも，ガッツをもち,､青春を

求めている私達です。若いふりばかりをしている年寄の

集団です。

2684SUNMATEⅡヤマハ21S須磨ヨットハー

ハー6.43×5.30×2.48×1.30石田逸夫,/艇名の由

来：私共の会社の中に「サンメイト」という名の喫茶店

がありまして，その名前を艇名にしました。／抱負：新

艇なのでレースも多少意識して，計測も受け各地のレー

スにも参加したいと思っています。／クルー：山本猛

夫，ヨット歴15年，自称ベテランスキッパー。井上実，

ヨット歴5年，セールトリマー。

2686EscARGoTmsP27マリーナ広島8．1

X7.1×2.82×1.5大上勝英，後藤晃三（共同)/艇

名の由来：前2世に引き継き．3世とした。／抱負：クル

ーがいないので，当分の間は家族サービスになりそうで

すが，人手が揃えばレースにもと思っております。

2717TRADEWINDⅡヤマハ30A佐島マリーナ

8.97×7.00×3.02×1．58柴田健一。

2719安芸五世ヤマハ34CK宮島口海楽園10.58×

〈
一
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離レースの場合，スタートをすれば，二，三時間後にはほ

ぼ他艇は視界から消える。極端な言い方をすれば，スター

トをすれば間もなく行方不明になる。レース委員も帆走中

の艇の状況把握は無線以外出来ない。誰も見てない。もし

こんな時，キセル・レースをしたら･･…．，エンジンを使用

したりしたら…････

こんな事を考えていて，考える事自体がヨットマンに失

礼だと思うようになりました。無風で誰も見ていないから

とエンジンで機走して知らん顔をするくらいならヨットに

乗らないだろうし，ましてレースに参加なぞしない。レー

スは自己との戦いであるし，そして，各自の信頼のもとに

なりたっているのですから。

信頼に値するヨットマンは，将来も，キセル・レースの

ない事を信じさせてくれると思っています。（福）

8.00×3.37×1.52岩田行史。／艇名の由来：将来，

南の島をクルージングするつもりで，広島の旧名安芸の

国を代表する艇をめざし，安芸と命名した。／抱負：こ

れからのクルーザー・レースに対して次のような抱負を

もっています。のんびり食事のメニューや釣をルールに

加え，チェック・ポイントを置き，ラリー形式等を取り

入れる。例えば食事はみそ汁付4品以上のおかず，魚二

匹は必ず釣る事。チェック・ポイント3点は廻る事等く

み入れ，レーティングなしでレースをと，誰にでも参加

できるよう原点に帰り，クルーザーのたのしみをまじえ

たレースを考え，新艇はケッチにしました。どうか皆様

よろしく。

2726WHITEQUEENヤマハマーク25Ⅱ大湊

7.550×5.870×2.730×1.650矢原直。／艇名の由来：

海にふさわしいから。／抱負：息子と共に太平洋横断を

希望している。／クルー：キクチジュンジ，セキマコト，
タムラツトム，マタムラカオル。

OFFSHORE第62号昭和55年6月15日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価100円（郵送料29円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911－3〒105

郵便振替番号2-21787

印刷廣済堂印刷株式会社

輿、
一

臆 L集後陸
数カ月前，キセル・マラソンが新聞をにぎわした。その

真疑については一応キセルということになったらしいが，

その時，私はヨット・レースのことを考えたのです。長距

一ヨットマンのための一級小型免許教室可
NORC会員を対象とした－級小型船舶操縦士免許教室〔国家試験（学科・実

技とも）免除〕を行います。

一定数の希望者があれば、随時説明会を開き、日程・学科会場等について協議

のうえ決定します。御希望の方はNORC事務局（内田さん）迄御連絡下さい。

学科(40時間、主として夜間）

実技(20時間、昼間､4日間、於横浜市民ヨットハーバー）
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会 場 備考

6月講習

(夜間コース）

横浜・大桟橋入□

（港潭労働会館）

①受講料等（教材・申請料一切含む）

電話無線甲|藷ﾖﾆ淵朧
ﾚー ダー |藷ﾖﾆ淵鵬
②日程の開講時間
イ、目睦・祝日は昼間、夜間とも休講

□、昼間コースは9:30～16:30但し､土曜は9:30～12:30

ハ、硬間コースは平日は18:00～21:00但し､土曜は14:00～21:00

9月講習

(昼間コース）

横浜・本牧ふ頭

(横浜海技専門学院）

11月講習

(夜間コース）

東京・麹町

(海事センタービル）

56年2月講習

|(旨間コース）

56年2/2～2/14

56年2/16～2/23

横浜・本牧ふ頭

(横浜海技専門学院）

L
P

特殊無線技土のお問い合せ、お申し込みはせ、 本部

壷03(263)3121

関東支部

盃045(623)6804

財団

法人 本船舶日 成
‐
’
一
一

養 協
合
云職 貝


